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■
総
務
部
：
052-212-5500  

 
　
■
地
域
福
祉
部
：
052-212-5502

■
生
活
支
援
貸
付
・
債
権
管
理
室
：
052-212-5506 　

■
施
設
福
祉
部
：
052-212-5509

■
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
：
052-212-5516  

　
■
福
祉
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー
：
052-212-5521

■
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー：052-212-5523

福祉人材センターだより 10
施設福祉部だより 09

愛知県共同募金会だより
福祉の保険のご案内
第３9回ふれあいフォトコンクール作品募集
「社会福祉手帳」「民生委員・児童委員手帳」販売の申込受付
ご寄付に感謝 14

13

福祉生きがいセンターだより 11
障害者スポーツ振興センターだより 12

各地の社協を訪ねて 08

03・04
令和6年度事業報告(概要)・決算 04・05
令和7年度事業計画(概要)･予算

02新会長就任のご挨拶

06・07特集 お寺×社協で奏でる重層最前線！
～音色と共に広がる地域福祉の輪「テラス稲沢」の実践～

……… （半田市）

毎年県内外から多くの方々に
応募をいただいている

「ふれあいフォトコンクール」を
今年も開催します。

優秀作品には賞金・表彰状等が贈られます。
また、本誌「あいちのふくし」の表紙などに使わせて
いただきます。
プリント部門に加え、WEB部門もありますので、

スマートフォンなどからもお気軽にご応募ください！
応募方法等は、本会ホームページをご覧ください。

第３8回ふれあいフォトコンクール
最優秀賞作品　「みんなで稲刈りしました。」
（浅岡由次さん撮影）

第３9回ふれあい
フォトコンクール作品募集！

電話番号 （052）212-5500
ホームページ https://www.aichi-fukushi.or.jp/

「社会福祉手帳」
「民生委員・児童委員手帳」
ただいま申込受付中！！

「社会福祉手帳」
「民生委員・児童委員手帳」
ただいま申込受付中！！

ご購入希望の方は、送付先住所・氏名・電話番号・希望冊数を記入の上、
県社協総務部までＦＡＸ・郵送でお申し込みください。本会ホームページ
から、申込書をダウンロードしていただくこともできます。

１冊9００円（税込）価 格
大きさ：縦140ミリ×横85ミリ　表紙：ビニール製体 裁

県社協総務部 ＦＡＸ ０５２－２1２－5501申 込 先

１０冊以上は無料。ただし９冊未満は申込者負担
（１冊320円、２～９冊４4０円）

送 料

１１月下旬より随時発送納品

2026年・2027年カレンダー、月間予定表、週間予定表
（2025年12月～2027年3月まで）
住所録、年齢早見表
資料編（Ａ）：関係法令、各種福祉手当・貸付制度の概要
資料編（Ｂ）＜別冊仕様＞
各種相談所、紹介所、社会福祉施設、関係団体、県・市区町村役場及び
社会福祉協議会住所等一覧、健康10か条（がんを防ぐための新12か条等）

主な内容

請求書を同封しますので、ＡＴＭでお振込みください。支払方法

令和8年版令和8年版

県内すべての社会福祉施設名簿を収録！！（除：保育所）

〔8件 ご寄附順〕

本会が設置している福祉基金等にたくさんのご寄付をいただき、ありがとうございました。
みなさまからの善意を「あたたかい福祉社会」づくりに活かしていけるよう事業に取り組ん
で参ります。今後ともご理解とご協力をよろしくお願いします。

ご寄付に感謝

王神 様 …………………………… （大分県）
東海北陸ブロック
母子生活支援施設協議会 様
匿名　…………………………… （名古屋市）
イレブン会 様    …………………… （瀬戸市）

はなのき会 様 ………………… （瀬戸市）
荒川磯慈善会 様　………… （長久手市）
匿名　 ………………………… （日進市）
愛知県遊技業協同組合 様 … （名古屋市）

ご寄付いただいた方（令和6年7月～令和7年６月）

福祉の保険のご案内

■保険の内容については、本会ホームページ「福祉の保険」をご覧ください ■

取扱代理店 （株）ニュータス TEL.０１２０-２５８-５１７ 引受保険会社 三井住友海上火災保険（株） TEL.０５２-２２３-４１７２
加入手続き・お問い合わせは、お住まい又は活動場所の市区町村社会福祉協議会へ

「ボランティア活動保険」「ボランティア行事用保険」の加入手続き・お問い合わせは、お住まい又は活動場所の
市区町村社会福祉協議会へ
「福祉ふれあい活動総合補償」「役員賠償責任保険」の加入手続き・お問い合わせは取扱代理店ニュータスへ

●ボランティア活動保険
　ボランティア活動中のケガを補償（傷害事故）
　活動中に人にケガをさせてしまった時や人の物を壊してしまった事故を補償（賠償事故）
●ボランティア行事用保険
　社協やボランティア活動を推進している民間団体が主催の行事中のケガや賠償事故を補償

●福祉ふれあい活動総合補償
　在宅福祉サービス従事者の活動中の事故、移送サービス中の交通事故や搭乗中のケガ、
　デイサービス利用者のケガを補償

●役員賠償責任保険
　第三者からの訴訟・法人からの訴訟による社会福祉法人の役員の業務遂行に関する賠償
　リスクを補償

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
　山
本
　恵
子

「
助
け
て
、手
伝
っ
て
と
言
え
る
力『
受
援
力
』」

皆
さ
ん
は
、困
っ
た
と
き
、誰
か
に「
助
け
て
」

「
手
伝
っ
て
」と
周
り
の
人
に
相
談
で
き
ま
す
か
？
こ
れ

ま
で
記
者
と
し
て
子
ど
も
の
い
じ
め
や
自
殺
、虐
待
や

貧
困
の
問
題
な
ど
を
取
材
し
て
き
ま
し
た
。そ
の
な
か

で
、悩
み
を
相
談
し
た
り
、「
助
け
て
」と
言
え
な
か
っ

た
り
し
て
、一
人
で
苦
し
み
、支
援
に
結
び
つ
か
な
い

ケ
ー
ス
も
見
て
き
ま
し
た
。そ
の
背
景
に
は「
一
人
で
頑

張
っ
て
や
り
遂
げ
る
こ
と
」を
求
め
ら
れ
、そ
れ
が
で
き

な
い
と「
自
己
責
任
」と
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。産
婦
人
科
医
の
吉
田
穂
波
さ
ん
は
、東
日

本
大
震
災
後
、支
援
に
入
っ
た
と
き
、本
当
は
助
け
が

必
要
な
の
に
S
O
S
を
出
せ
な
い
人
が
多
い
こ
と
に

気
づ
き
、平
時
か
ら「
受
援
力
」を
鍛
え
て
お
く
こ
と
が

必
要
だ
と
発
信
し
て
い
ま
す
。ま
た
、頼
ら
れ
る
こ
と
は

「
信
頼
の
証
」で
、人
は
誰
か
の
役
に
立
ち
感
謝
さ
れ
る

と
自
己
肯
定
感
が
高
ま
る
の
で
、決
し
て
迷
惑
と
思
わ

ず
、ま
ず
は
小
さ
な
こ
と
か
ら
人
に
頼
っ
て
み
る
こ
と

が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。私
た
ち
大
人
が
困
っ
た

と
き
誰
か
に
相
談
し
、「
手
伝
っ
て
」と
頼
る
姿
を
見
せ

る
こ
と
は
、子
ど
も
た
ち
が「
困
っ
た
と
き
に
は
助
け
を

求
め
て
い
い
」と
学
ぶ
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。「
受

援
力
」を
身
に
着
け
、「
困
っ
た
と
き
に
は
お
互
い
様
」

と
、頼
り
、頼
ら
れ
、の
生
き
や
す
い
社
会
に
な
る
と
い

い
な
と
思
い
ま
す
。

写真は令和７年版です
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地
域
で
普
通
に
暮
ら
せ
る
社
会（
地
域
福
祉
）づ
く
り

Ⅰ

社
会
福
祉
法
人
・
社
会
福
祉
施
設
等
へ
の
支
援
強
化

Ⅱ
福
祉
人
材（
担
い
手
）の
確
保
・
育
成
・
定
着
の
推
進

Ⅲ

高
齢
者
の
生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
、

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

Ⅴ
暮
ら
し
を
災
害
か
ら
守
る
た
め
の

災
害
時
福
祉
支
援
活
動
の
推
進

Ⅳ

令
和
７
年
度 

事
業
計
画（
概
要
）・
予
算

経
済
格
差
な
ど
に
伴
う
貧
困
問
題
の
深
刻
化
、家
族
や
地
域
社
会
の
絆
の
希
薄
化
な
ど
、社
会
・
経
済
情

勢
の
変
化
に
伴
い
福
祉
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
顕
在
化
し
た
問
題

も
加
わ
り
、福
祉
課
題
は
一
層
複
雑
・
多
様
化
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
、共
生
・
共
創
の
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
た
地
域
福
祉
推
進
の
た
め
の
基
盤
強
化
、生
活

困
窮
者
の
自
立
支
援
、福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
十
分
に
提
供
で
き
る
福
祉
人
材
の
確
保
・
育
成
・
定
着
、福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
確
保
や
福
祉
分
野
の
各
種
の
制
度
見
直
し
へ
の
対
応
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

ま
た
、「
超
少
子
高
齢
・
人
口
減
少
社
会
」「
人
生
１
０
０
年
時
代
」と
い
わ
れ
、誰
も
が
生
涯
を
通
し
て
、

「
安
心
・
安
全
・
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
社
会（
持
続
可
能
で
多
様
性
と
包
摂
性
の
あ
る
社
会
・
地
域
共
生
社

会
）」が
実
感
で
き
る
よ
う
に
、20
年
・
30
年
先
の
社
会
の
姿
を
見
据
え
た
活
動
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

さ
ら
に
、令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
の
経
験
を
踏
ま
え
、本
県
に
お
い
て
も
近
い
将
来
発
生
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
等
を
含
む
様
々
な
災
害
に
備
え
る
た
め
、平
時
か
ら
災
害
福
祉
支
援
体
制
を
整
備

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

本
会
と
し
て
は
、こ
れ
ら
の
課
題
に
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、地
域
福
祉
を
推
進
す
る
中
核
的

な
組
織
と
し
て
一
層
の
体
制
強
化
を
図
り
、市
区
町
村
社
協
・
社
会
福
祉
施
設
を
は
じ
め
、民
生
委
員
・
児

童
委
員
、福
祉
関
係
機
関
・
団
体
、行
政
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
団
体
や
企
業
、マ
ス
コ
ミ
な
ど
、多
様

な
関
係
団
体
の
方
々
と
さ
ら
に
連
携
を
深
め
る
と
と
も
に
、社
会
福
祉
関
係
者
が
一
堂
に
会
す
る
社
会
福

祉
大
会
を
開
催
し
、当
面
す
る
福
祉
の
諸
問
題
を
協
議
・
決
議
す
る
こ
と
に
よ
り
、社
会
福
祉
関
係
者
が
一

体
と
な
っ
て
福
祉
力
・
地
域
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

併
せ
て
、常
に
利
用
者
に
寄
り
添
っ
た「
温
か
み
の
あ
る
福
祉
の
視
点
」に
立
ち
、「
県
社
協
第
５
次
中
期

計
画
２
０
２
２-

２
０
２
６
」に
掲
げ
る
６
つ
の「
新
た
な
風
」を
基
本
方
針
と
し
て
各
般
の
施
策
を
実
施

し
、本
会
の
基
本
理
念
で
あ
る「
あ
・
い
・
ち
・
ふ
・
く
・
し（
あ
ん
し
ん
し
て 

い
き
い
き
と 

ち
い
き
で 

ふ
つ

う
に 

く
ら
せ
る 

し
ゃ
か
い
）」の
実
現
を
図
る
こ
と
と
す
る
。

ネ
ッ
ト
対
策
の
一
つ
で
あ
る
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、緊
急
小
口
資
金
等
特
例
貸

付
の
実
施
に
よ
り
顕
在
化
し
た
生
活
困
窮
世
帯
を
必
要

な
支
援
に
つ
な
ぐ
た
め
、償
還
や
生
活
再
建
に
向
け
た

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
支
援
の
取
組
を
推
進
す
る
。

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
、社
会
福
祉
法
人
・

社
会
福
祉
施
設
が
主
導
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
く
た

め
に
、地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
組
や
社
会
福
祉
充

実
残
額
に
よ
る
地
域
公
益
事
業
に
つ
い
て
、地
域
や
住

民
の
福
祉
課
題
・
生
活
課
題
な
ど
を
把
握
し
解
決
す
る

た
め
に
、す
べ
て
の
社
会
福
祉
法
人
が
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
引
き
続
き
情
報
提
供
を
行
う
と
と
も

に
、先
駆
的
取
組
事
例
の
紹
介
や
法
人
間
・
施
設
間
の

地
域
連
携
に
よ
る
事
業
等
の
支
援
を
行
い
、県
民
の
社

会
福
祉
法
人
へ
の
理
解
と
信
頼
の
獲
得
を
図
る
。

ま
た
、高
齢
・
障
害
・
児
童
等
の
各
福
祉
分
野
で
進
め

ら
れ
て
い
る
制
度
見
直
し
や
規
制
緩
和
に
向
け
た
対

応
、急
激
な
物
価
高
騰
な
ど
の
社
会
情
勢
の
変
化
に
対

応
す
る
た
め
、福
祉
施
策
の
調
査
研
究
や
情
報
発
信
を

強
化
し
、国
・
県
等
へ
の
提
言
・
要
望
活
動
を
実
施
す

る
。さ

ら
に
、福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
推
進
し
、利

用
者
の
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
に
資
す
る
た
め
、福

祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
事
業
の
促
進
を
図
る
。

福
祉
・
介
護
ニ
ー
ズ
が
複
雑
化
・
高
度
化
す
る
中
、福

祉
人
材
の
安
定
的
確
保
・
育
成
・
定
着
を
図
り
、質
の
高

い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
関
係
機
関
と
の
連
携
の

も
と
、福
祉
の
職
場
見
学
・
職
場
体
験
機
会
の
提
供
や

介
護
福
祉
士
修
学
資
金
等
貸
付
事
業
を
活
用
し
た
就
職

支
援
な
ど
、他
に
は
な
い
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
の
事
業

に
つ
い
て
、求
人
・
求
職
相
談
の
実
施
、福
祉
・
介
護
の

就
職
総
合
フ
ェ
ア
の
開
催
、離
職
し
た
介
護
福
祉
士
等

の
届
出
制
度
に
基
づ
く
復
職
支
援
等
様
々
な
事
業
と
の

効
果
的
な
連
携
を
踏
ま
え
て
取
り
組
み
、福
祉
人
材
の

確
保
・
定
着
の
推
進
を
図
る
。

ま
た
、多
様
な
媒
体
を
活
用
し
た
効
果
的
な
広
報
活

動
に
努
め
、福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
無
料
職
業

紹
介
所
の
更
な
る
認
知
度
向
上
を
図
る
。

併
せ
て
、社
会
福
祉
関
係
職
員
研
修
等
の
充
実
を
図

り
、福
祉
・
介
護
等
ニ
ー
ズ
に
適
応
で
き
る
人
材
の
育
成

を
推
進
す
る
。

災
害
対
策
基
本
法
や
災
害
救
助
法
に
、「
被
災
地
に

お
け
る
福
祉
支
援
の
充
実
」の
視
点
が
盛
り
込
ま
れ
、国

の
災
害
対
応
・
救
助
の
種
類
に「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
」が
追

加
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、こ
れ
ま
で
以
上
に
、市
町
村
社

協
や
社
会
福
祉
法
人
・
社
会
福
祉
施
設
等
福
祉
関
係
機

関
の
被
災
地
で
の
役
割
は
大
き
く
な
る
。

そ
の
た
め
、社
協
・
行
政
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
三
者
連
携
に
と

ど
ま
る
こ
と
な
く
、社
会
福
祉
法
人
・
社
会
福
祉
施
設

等
す
べ
て
の
福
祉
関
係
者
や
企
業
等
も
含
め
て
、日
頃

か
ら
顔
の
見
え
る
関
係
を
構
築
す
る
と
と
も
に
被
災
地

支
援
の
経
験
を
活
か
し
、広
域
的
な
災
害
福
祉
支
援
活

動
に
必
要
な
知
識
や
技
能
の
充
実
を
図
る
。

ま
た
、こ
れ
ら
を
実
践
す
る
た
め
の
市
町
村
社
協
や

社
会
福
祉
施
設
に
お
け
る
事
業
継
続
計
画（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）

の
策
定
を
支
援
し
、災
害
に
強
い
組
織
体
制
の
構
築
を

図
る
。

活
力
あ
ふ
れ
る
長
寿
社
会
の
実
現
に
向
け
、高
齢
者

の
生
き
が
い
や
健
康
づ
く
り
の
推
進
及
び
、地
域
社
会

活
動
へ
の
参
加
促
進
を
図
る
た
め
、あ
い
ち
シ
ル
バ
ー
カ

レ
ッ
ジ
を
開
催
し
、高
齢
者
の
学
習
意
欲
の
助
長
、仲
間

づ
く
り
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
促
進
を
図
る
と
と

も
に
、各
種
社
会
参
加
活
動
の
中
核
と
な
る
人
材
養
成
、

地
域
に
お
け
る
多
世
代
交
流
の
支
援
に
努
め
る
。

併
せ
て
、全
国
健
康
福
祉
祭
へ
の
選
手
団
派
遣
を
継
続

的
に
実
施
す
る
。

ま
た
、障
害
の
あ
る
人
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
、そ

の
楽
し
さ
を
体
験
す
る
と
と
も
に
、県
民
の
障
害
に

対
す
る
理
解
を
深
め
、障
害
者
の
社
会
参
加
の
推
進

を
図
る
た
め
、県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
の
開
催

や
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
の
選
手
団
派
遣

を
継
続
的
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、障
害
者
が
身
近

な
場
所
で
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
情
報
の
提
供
に
努
め
る
。

併
せ
て
、持
続
可
能
な
大
会
と
す
る
た
め
に
、障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
を
支
え
る
人
材（
指
導
者
、審
判
員

等
）の
発
掘
、養
成
、確
保
を
図
る
。

さ
ら
に
、「
愛
知
・
名
古
屋
２
０
２
６
ア
ジ
ア
パ
ラ

競
技
大
会
」や
、「
２
０
２
５
東
京
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ

ク
」の
開
催
な
ど
、広
く
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関

心
の
高
ま
り
を
受
け
、ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
に
よ
る

講
演
や
体
験
会
を
実
施
す
る
ほ
か
、種
目
別
ス
ポ
ー

ツ
大
会
を
開
催
す
る
こ
と
で
、障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の

裾
野
拡
大
を
図
る
。

地
域
福
祉
を
推
進
す
る
中
核
的
な
組
織
と
し

て
、信
頼
さ
れ
る
法
人
組
織
の
運
営
・
持
続
可
能
な

組
織
づ
く
り
を
図
る
た
め
、内
部
管
理
体
制
の
基

本
方
針
に
沿
っ
た
法
人
組
織
の
一
層
の
強
化
や
市

町
村
社
協
と
の
さ
ら
な
る
連
携
強
化
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、中
長
期
的
な
職
員
研
修
計
画
に
よ
り

職
責
に
応
じ
た
人
材
育
成
を
計
画
的
に
進
め
る
。

ま
た
、〝
愛
知
か
ら
福
祉
の
輝
き
〞を
広
く
社
会

に
発
信
す
る
た
め
、広
報
媒
体
の
特
性
を
生
か
し

た
効
果
的
・
戦
略
的
な
情
報
発
信
を
行
う
こ
と
で
、

広
報
機
能
の
充
実
・
強
化
を
図
る
。

併
せ
て
、安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
及
び

現
行
シ
ス
テ
ム
の
運
用
の
見
直
し
等
に
よ
り
業
務

の
効
率
化
を
図
る
と
も
に
、働
き
方
・
休
み
方
の
改

善
を
継
続
的
に
実
施
し
、職
員
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
の
推
進
を
図
る
。

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
や
介
護
保
険
制
度
に
お

け
る
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
、さ
ら
に
は
地
域
共
生

社
会
の
実
現
に
向
け
た
社
会
福
祉
法
改
正
に
よ
り
重
層

的
支
援
体
制
整
備
事
業
が
創
設
さ
れ
る
な
ど
地
域
福
祉

へ
の
期
待
は
益
々
高
ま
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
、市
町
村
社
協
が
地
域
福
祉
活
動
に
お

け
る
中
核
的
な
役
割
を
担
う
た
め
、専
門
性
を
有
し
た

社
協
職
員
の
養
成
や
事
業
費
の
助
成
、情
報
提
供
を
通

じ
た
支
援
活
動
を
引
き
続
き
展
開
す
る
。

ま
た
、地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
と
っ
て
不
可
欠
な

「
共
に
生
き
る
」と
い
う
共
生
文
化
を
醸
成
し
て
い
く
た

め
、市
町
村
社
協
と
連
携
し
、協
議
体
と
し
て
の
機
能
や

総
合
力
な
ど
の
強
み
を
活
か
し
な
が
ら
、多
様
な
関
係

者
と
の
協
働
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
及
び

福
祉
教
育
を
推
進
す
る
。

さ
ら
に
、日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
を
通
じ
た
要
援

護
者
へ
の
支
援
や
地
域
住
民
の
最
も
身
近
な
相
談
相
手

で
あ
る
民
生
委
員･

児
童
委
員
活
動
を
支
援
す
る
と
と

も
に
子
ど
も
の
居
場
所
と
な
る
子
ど
も
食
堂
・
学
習
支

援
の
場
が
拡
充
さ
れ
る
よ
う
関
係
諸
団
体
・
機
関
と
連

携
を
強
化
す
る
。

併
せ
て
、生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
の
実
施
主
体

と
の
連
携
や
支
援
に
関
す
る
情
報
共
有
を
よ
り
深
め
、

借
り
や
す
い
制
度
運
営
を
基
本
と
し
た
セ
ー
フ
テ
ィ

き
使
命
を
再
確
認
し
、
県
社
協
の
特
性
を

活
か
し
て
、
市
区
町
村
社
協
や
社
会
福
祉

施
設
を
は
じ
め
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、

福
祉
関
係
機
関
・
団
体
・
行
政
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
市
民
活
動
団
体
、
マ
ス
コ
ミ
に
加
え
、

医
療
や
企
業
、
大
学
・
研
究
機
関
等
の
他

分
野
の
方
々
と
も
、
社
会
福
祉
関
係
者
が

一
体
と
な
っ
て
福
祉
力
・
地
域
力
の
向
上
に

努
め
、〝
愛
知
〞か
ら
福
祉
の
輝
き
を
発
信

し
、「
あ
ん
し
ん
し
て
・
い
き
い
き
と
・
ち

い
き
で
・
ふ
つ
う
に
・
く
ら
せ
る
・
し
ゃ

か
い
（
あ
・
い
・
ち
・
ふ
・
く
・
し
）」
の

実
現
に
向
け
、そ
の
一
端
を
し
っ
か
り
と
担
っ

て
い
く
決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
一
層
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
て
、
会
長

就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
の
度
、鈴
木
前
会
長
の
後
を
受
け
て

県
社
協
第
６
代
の
会
長
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
。３
期
６
年
に
亘
る
鈴
木
前
会
長
の

県
社
協
に
対
す
る
ご
貢
献
に
、多
大
な
る

敬
意
と
お
礼
を
申
し
上
げ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。こ

れ
ま
で
、多
く
の
関
係
者
の
努
力
と

熱
意
に
支
え
ら
れ
、築
き
上
げ
ら
れ
た
県

社
協
の
歴
史
を
振
り
返
り
ま
す
と
、実
に

感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

県
社
協
が
創
立
し
て
か
ら
約
70
年
、長
い

歴
史
と
伝
統
は
大
変
貴
重
な
も
の
で
あ
り
、

全
社
協
に
お
い
て
も
社
協
の
指
針
と
な
る

『
基
本
要
項
』が
改
定
さ
れ
た
今
、新
体
制

発
足
す
る
に
あ
た
り
、皆
さ
ん
と
力
を
一
つ

に
し
て
、新
た
な
決
意
を
持
っ
て
、改
め
て
社

協
の
原
点
を
見
つ
め
直
し
、大
事
な
遺
産
を

継
承
し
、と
も
に
生
き
る
豊
か
な
地
域
社
会

の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

「
超
少
子
高
齢
・
人
口
減
少
社
会
」「
人

生
１
０
０
年
時
代
」
と
い
わ
れ
、
誰
も
が

生
涯
を
通
し
て
「
安
心
・
安
全
・
心
豊
か

に
暮
ら
せ
る
社
会
」
が
実
感
で
き
る
よ
う
、

20
年
・
30
年
先
の
社
会
の
姿
を
見
据
え
、

社
会
福
祉
の
あ
り
方
そ
の
も
の
を
展
望
す

べ
き
時
期
に
会
長
職
と
い
う
重
責
を
お
引

き
受
け
す
る
に
あ
た
り
、
改
め
て
身
を
引

き
締
め
て
、
全
力
で
努
め
て
ま
い
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
は
、「
第
５
次
中
期
計
画
」

の
４
年
目
に
あ
た
り
ま
す
。
昨
年
度
ま
で
の

３
年
間
の
活
動
を
踏
ま
え
て
、
さ
ら
な
る
、

福
祉
事
業
の
発
展
に
注
力
し
て
ま
い
り
ま
す

と
と
も
に
、
福
祉
の
現
場
に
も
、
大
き
な
新

し
い
風
を
吹
か
せ
る
と
と
も
に
、掲
げ
た
ミ
ッ

シ
ョ
ン
や
具
体
的
な
事
業
を
見
直
し
、
次
の

「
第
６
次
中
期
計
画
」
へ
と
繋
げ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

今
一
度
、
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
、
中

核
的
な
組
織
と
し
て
、
県
社
協
が
果
た
す
べ

後
藤
　
澄
江

学
識
経
験
者

会
　
長

河
内
　
尚
明

名
古
屋
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
会
長

副
会
長

神
谷
　
明
文

安
城
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
会
長

副
会
長

太
田
　
一
平

和
敬
会
　
理
事
長

副
会
長

太
田
　
一
弘

民
生
委
員
児
童
委
員
会
愛
知
委
員
会  

委
員
長

副
会
長

大
畑
　
領
治

民
生
委
員
児
童
委
員
会
名
古
屋
委
員
会  

委
員
長

副
会
長

原
田
　
正
樹

学
識
経
験
者

副
会
長

令
和
７
年
６
月
２０
日
に
開
催
し
ま
し
た

理
事
会
に
お
い
て
本
会
の
正
副
会
長
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

任
期:

令
和
７
年
６
月
２０
日
か
ら
令
和
８
会
計

年
度
に
か
か
る
定
時
評
議
員
会
の
終
結

の
時
ま
で

新
役
員
紹
介

新
会
長
就
任
の
ご
挨
拶

後
藤
　
澄
江

愛
知
県
社
会
福
祉
協
議
会 

会
長
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地
域
で
普
通
に
暮
ら
せ
る
社
会（
地
域
福
祉
）づ
く
り

Ⅰ

社
会
福
祉
法
人
・
社
会
福
祉
施
設
等
へ
の
支
援
強
化

Ⅱ
福
祉
人
材（
担
い
手
）の
確
保
・
育
成
・
定
着
の
推
進

Ⅲ

高
齢
者
の
生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
、

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

Ⅴ
暮
ら
し
を
災
害
か
ら
守
る
た
め
の

災
害
時
福
祉
支
援
活
動
の
推
進

Ⅳ

令
和
７
年
度 

事
業
計
画（
概
要
）・
予
算

経
済
格
差
な
ど
に
伴
う
貧
困
問
題
の
深
刻
化
、家
族
や
地
域
社
会
の
絆
の
希
薄
化
な
ど
、社
会
・
経
済
情

勢
の
変
化
に
伴
い
福
祉
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
顕
在
化
し
た
問
題

も
加
わ
り
、福
祉
課
題
は
一
層
複
雑
・
多
様
化
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
、共
生
・
共
創
の
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
た
地
域
福
祉
推
進
の
た
め
の
基
盤
強
化
、生
活

困
窮
者
の
自
立
支
援
、福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
十
分
に
提
供
で
き
る
福
祉
人
材
の
確
保
・
育
成
・
定
着
、福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
確
保
や
福
祉
分
野
の
各
種
の
制
度
見
直
し
へ
の
対
応
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

ま
た
、「
超
少
子
高
齢
・
人
口
減
少
社
会
」「
人
生
１
０
０
年
時
代
」と
い
わ
れ
、誰
も
が
生
涯
を
通
し
て
、

「
安
心
・
安
全
・
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
社
会（
持
続
可
能
で
多
様
性
と
包
摂
性
の
あ
る
社
会
・
地
域
共
生
社

会
）」が
実
感
で
き
る
よ
う
に
、20
年
・
30
年
先
の
社
会
の
姿
を
見
据
え
た
活
動
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

さ
ら
に
、令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
の
経
験
を
踏
ま
え
、本
県
に
お
い
て
も
近
い
将
来
発
生
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
等
を
含
む
様
々
な
災
害
に
備
え
る
た
め
、平
時
か
ら
災
害
福
祉
支
援
体
制
を
整
備

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

本
会
と
し
て
は
、こ
れ
ら
の
課
題
に
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、地
域
福
祉
を
推
進
す
る
中
核
的

な
組
織
と
し
て
一
層
の
体
制
強
化
を
図
り
、市
区
町
村
社
協
・
社
会
福
祉
施
設
を
は
じ
め
、民
生
委
員
・
児

童
委
員
、福
祉
関
係
機
関
・
団
体
、行
政
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
団
体
や
企
業
、マ
ス
コ
ミ
な
ど
、多
様

な
関
係
団
体
の
方
々
と
さ
ら
に
連
携
を
深
め
る
と
と
も
に
、社
会
福
祉
関
係
者
が
一
堂
に
会
す
る
社
会
福

祉
大
会
を
開
催
し
、当
面
す
る
福
祉
の
諸
問
題
を
協
議
・
決
議
す
る
こ
と
に
よ
り
、社
会
福
祉
関
係
者
が
一

体
と
な
っ
て
福
祉
力
・
地
域
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

併
せ
て
、常
に
利
用
者
に
寄
り
添
っ
た「
温
か
み
の
あ
る
福
祉
の
視
点
」に
立
ち
、「
県
社
協
第
５
次
中
期

計
画
２
０
２
２-

２
０
２
６
」に
掲
げ
る
６
つ
の「
新
た
な
風
」を
基
本
方
針
と
し
て
各
般
の
施
策
を
実
施

し
、本
会
の
基
本
理
念
で
あ
る「
あ
・
い
・
ち
・
ふ
・
く
・
し（
あ
ん
し
ん
し
て 

い
き
い
き
と 

ち
い
き
で 

ふ
つ

う
に 

く
ら
せ
る 

し
ゃ
か
い
）」の
実
現
を
図
る
こ
と
と
す
る
。

ネ
ッ
ト
対
策
の
一
つ
で
あ
る
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、緊
急
小
口
資
金
等
特
例
貸

付
の
実
施
に
よ
り
顕
在
化
し
た
生
活
困
窮
世
帯
を
必
要

な
支
援
に
つ
な
ぐ
た
め
、償
還
や
生
活
再
建
に
向
け
た

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
支
援
の
取
組
を
推
進
す
る
。

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
、社
会
福
祉
法
人
・

社
会
福
祉
施
設
が
主
導
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
く
た

め
に
、地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
組
や
社
会
福
祉
充

実
残
額
に
よ
る
地
域
公
益
事
業
に
つ
い
て
、地
域
や
住

民
の
福
祉
課
題
・
生
活
課
題
な
ど
を
把
握
し
解
決
す
る

た
め
に
、す
べ
て
の
社
会
福
祉
法
人
が
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
引
き
続
き
情
報
提
供
を
行
う
と
と
も

に
、先
駆
的
取
組
事
例
の
紹
介
や
法
人
間
・
施
設
間
の

地
域
連
携
に
よ
る
事
業
等
の
支
援
を
行
い
、県
民
の
社

会
福
祉
法
人
へ
の
理
解
と
信
頼
の
獲
得
を
図
る
。

ま
た
、高
齢
・
障
害
・
児
童
等
の
各
福
祉
分
野
で
進
め

ら
れ
て
い
る
制
度
見
直
し
や
規
制
緩
和
に
向
け
た
対

応
、急
激
な
物
価
高
騰
な
ど
の
社
会
情
勢
の
変
化
に
対

応
す
る
た
め
、福
祉
施
策
の
調
査
研
究
や
情
報
発
信
を

強
化
し
、国
・
県
等
へ
の
提
言
・
要
望
活
動
を
実
施
す

る
。さ

ら
に
、福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
推
進
し
、利

用
者
の
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
に
資
す
る
た
め
、福

祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
事
業
の
促
進
を
図
る
。

福
祉
・
介
護
ニ
ー
ズ
が
複
雑
化
・
高
度
化
す
る
中
、福

祉
人
材
の
安
定
的
確
保
・
育
成
・
定
着
を
図
り
、質
の
高

い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
関
係
機
関
と
の
連
携
の

も
と
、福
祉
の
職
場
見
学
・
職
場
体
験
機
会
の
提
供
や

介
護
福
祉
士
修
学
資
金
等
貸
付
事
業
を
活
用
し
た
就
職

支
援
な
ど
、他
に
は
な
い
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
の
事
業

に
つ
い
て
、求
人
・
求
職
相
談
の
実
施
、福
祉
・
介
護
の

就
職
総
合
フ
ェ
ア
の
開
催
、離
職
し
た
介
護
福
祉
士
等

の
届
出
制
度
に
基
づ
く
復
職
支
援
等
様
々
な
事
業
と
の

効
果
的
な
連
携
を
踏
ま
え
て
取
り
組
み
、福
祉
人
材
の

確
保
・
定
着
の
推
進
を
図
る
。

ま
た
、多
様
な
媒
体
を
活
用
し
た
効
果
的
な
広
報
活

動
に
努
め
、福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
無
料
職
業

紹
介
所
の
更
な
る
認
知
度
向
上
を
図
る
。

併
せ
て
、社
会
福
祉
関
係
職
員
研
修
等
の
充
実
を
図

り
、福
祉
・
介
護
等
ニ
ー
ズ
に
適
応
で
き
る
人
材
の
育
成

を
推
進
す
る
。

災
害
対
策
基
本
法
や
災
害
救
助
法
に
、「
被
災
地
に

お
け
る
福
祉
支
援
の
充
実
」の
視
点
が
盛
り
込
ま
れ
、国

の
災
害
対
応
・
救
助
の
種
類
に「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
」が
追

加
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、こ
れ
ま
で
以
上
に
、市
町
村
社

協
や
社
会
福
祉
法
人
・
社
会
福
祉
施
設
等
福
祉
関
係
機

関
の
被
災
地
で
の
役
割
は
大
き
く
な
る
。

そ
の
た
め
、社
協
・
行
政
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
三
者
連
携
に
と

ど
ま
る
こ
と
な
く
、社
会
福
祉
法
人
・
社
会
福
祉
施
設

等
す
べ
て
の
福
祉
関
係
者
や
企
業
等
も
含
め
て
、日
頃

か
ら
顔
の
見
え
る
関
係
を
構
築
す
る
と
と
も
に
被
災
地

支
援
の
経
験
を
活
か
し
、広
域
的
な
災
害
福
祉
支
援
活

動
に
必
要
な
知
識
や
技
能
の
充
実
を
図
る
。

ま
た
、こ
れ
ら
を
実
践
す
る
た
め
の
市
町
村
社
協
や

社
会
福
祉
施
設
に
お
け
る
事
業
継
続
計
画（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）

の
策
定
を
支
援
し
、災
害
に
強
い
組
織
体
制
の
構
築
を

図
る
。

活
力
あ
ふ
れ
る
長
寿
社
会
の
実
現
に
向
け
、高
齢
者

の
生
き
が
い
や
健
康
づ
く
り
の
推
進
及
び
、地
域
社
会

活
動
へ
の
参
加
促
進
を
図
る
た
め
、あ
い
ち
シ
ル
バ
ー
カ

レ
ッ
ジ
を
開
催
し
、高
齢
者
の
学
習
意
欲
の
助
長
、仲
間

づ
く
り
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
促
進
を
図
る
と
と

も
に
、各
種
社
会
参
加
活
動
の
中
核
と
な
る
人
材
養
成
、

地
域
に
お
け
る
多
世
代
交
流
の
支
援
に
努
め
る
。

併
せ
て
、全
国
健
康
福
祉
祭
へ
の
選
手
団
派
遣
を
継
続

的
に
実
施
す
る
。

ま
た
、障
害
の
あ
る
人
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
、そ

の
楽
し
さ
を
体
験
す
る
と
と
も
に
、県
民
の
障
害
に

対
す
る
理
解
を
深
め
、障
害
者
の
社
会
参
加
の
推
進

を
図
る
た
め
、県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
の
開
催

や
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
の
選
手
団
派
遣

を
継
続
的
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、障
害
者
が
身
近

な
場
所
で
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
情
報
の
提
供
に
努
め
る
。

併
せ
て
、持
続
可
能
な
大
会
と
す
る
た
め
に
、障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
を
支
え
る
人
材（
指
導
者
、審
判
員

等
）の
発
掘
、養
成
、確
保
を
図
る
。

さ
ら
に
、「
愛
知
・
名
古
屋
２
０
２
６
ア
ジ
ア
パ
ラ

競
技
大
会
」や
、「
２
０
２
５
東
京
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ

ク
」の
開
催
な
ど
、広
く
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関

心
の
高
ま
り
を
受
け
、ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
に
よ
る

講
演
や
体
験
会
を
実
施
す
る
ほ
か
、種
目
別
ス
ポ
ー

ツ
大
会
を
開
催
す
る
こ
と
で
、障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の

裾
野
拡
大
を
図
る
。

地
域
福
祉
を
推
進
す
る
中
核
的
な
組
織
と
し

て
、信
頼
さ
れ
る
法
人
組
織
の
運
営
・
持
続
可
能
な

組
織
づ
く
り
を
図
る
た
め
、内
部
管
理
体
制
の
基

本
方
針
に
沿
っ
た
法
人
組
織
の
一
層
の
強
化
や
市

町
村
社
協
と
の
さ
ら
な
る
連
携
強
化
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、中
長
期
的
な
職
員
研
修
計
画
に
よ
り

職
責
に
応
じ
た
人
材
育
成
を
計
画
的
に
進
め
る
。

ま
た
、〝
愛
知
か
ら
福
祉
の
輝
き
〞を
広
く
社
会

に
発
信
す
る
た
め
、広
報
媒
体
の
特
性
を
生
か
し

た
効
果
的
・
戦
略
的
な
情
報
発
信
を
行
う
こ
と
で
、

広
報
機
能
の
充
実
・
強
化
を
図
る
。

併
せ
て
、安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
及
び

現
行
シ
ス
テ
ム
の
運
用
の
見
直
し
等
に
よ
り
業
務

の
効
率
化
を
図
る
と
も
に
、働
き
方
・
休
み
方
の
改

善
を
継
続
的
に
実
施
し
、職
員
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
の
推
進
を
図
る
。

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
や
介
護
保
険
制
度
に
お

け
る
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
、さ
ら
に
は
地
域
共
生

社
会
の
実
現
に
向
け
た
社
会
福
祉
法
改
正
に
よ
り
重
層

的
支
援
体
制
整
備
事
業
が
創
設
さ
れ
る
な
ど
地
域
福
祉

へ
の
期
待
は
益
々
高
ま
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
、市
町
村
社
協
が
地
域
福
祉
活
動
に
お

け
る
中
核
的
な
役
割
を
担
う
た
め
、専
門
性
を
有
し
た

社
協
職
員
の
養
成
や
事
業
費
の
助
成
、情
報
提
供
を
通

じ
た
支
援
活
動
を
引
き
続
き
展
開
す
る
。

ま
た
、地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
と
っ
て
不
可
欠
な

「
共
に
生
き
る
」と
い
う
共
生
文
化
を
醸
成
し
て
い
く
た

め
、市
町
村
社
協
と
連
携
し
、協
議
体
と
し
て
の
機
能
や

総
合
力
な
ど
の
強
み
を
活
か
し
な
が
ら
、多
様
な
関
係

者
と
の
協
働
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
及
び

福
祉
教
育
を
推
進
す
る
。

さ
ら
に
、日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
を
通
じ
た
要
援

護
者
へ
の
支
援
や
地
域
住
民
の
最
も
身
近
な
相
談
相
手

で
あ
る
民
生
委
員･

児
童
委
員
活
動
を
支
援
す
る
と
と

も
に
子
ど
も
の
居
場
所
と
な
る
子
ど
も
食
堂
・
学
習
支

援
の
場
が
拡
充
さ
れ
る
よ
う
関
係
諸
団
体
・
機
関
と
連

携
を
強
化
す
る
。

併
せ
て
、生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
の
実
施
主
体

と
の
連
携
や
支
援
に
関
す
る
情
報
共
有
を
よ
り
深
め
、

借
り
や
す
い
制
度
運
営
を
基
本
と
し
た
セ
ー
フ
テ
ィ

き
使
命
を
再
確
認
し
、
県
社
協
の
特
性
を

活
か
し
て
、
市
区
町
村
社
協
や
社
会
福
祉

施
設
を
は
じ
め
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、

福
祉
関
係
機
関
・
団
体
・
行
政
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
市
民
活
動
団
体
、
マ
ス
コ
ミ
に
加
え
、

医
療
や
企
業
、
大
学
・
研
究
機
関
等
の
他

分
野
の
方
々
と
も
、
社
会
福
祉
関
係
者
が

一
体
と
な
っ
て
福
祉
力
・
地
域
力
の
向
上
に

努
め
、〝
愛
知
〞か
ら
福
祉
の
輝
き
を
発
信

し
、「
あ
ん
し
ん
し
て
・
い
き
い
き
と
・
ち

い
き
で
・
ふ
つ
う
に
・
く
ら
せ
る
・
し
ゃ

か
い
（
あ
・
い
・
ち
・
ふ
・
く
・
し
）」
の

実
現
に
向
け
、そ
の
一
端
を
し
っ
か
り
と
担
っ

て
い
く
決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
一
層
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
て
、
会
長

就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
の
度
、鈴
木
前
会
長
の
後
を
受
け
て

県
社
協
第
６
代
の
会
長
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
。３
期
６
年
に
亘
る
鈴
木
前
会
長
の

県
社
協
に
対
す
る
ご
貢
献
に
、多
大
な
る

敬
意
と
お
礼
を
申
し
上
げ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。こ

れ
ま
で
、多
く
の
関
係
者
の
努
力
と

熱
意
に
支
え
ら
れ
、築
き
上
げ
ら
れ
た
県

社
協
の
歴
史
を
振
り
返
り
ま
す
と
、実
に

感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

県
社
協
が
創
立
し
て
か
ら
約
70
年
、長
い

歴
史
と
伝
統
は
大
変
貴
重
な
も
の
で
あ
り
、

全
社
協
に
お
い
て
も
社
協
の
指
針
と
な
る

『
基
本
要
項
』が
改
定
さ
れ
た
今
、新
体
制

発
足
す
る
に
あ
た
り
、皆
さ
ん
と
力
を
一
つ

に
し
て
、新
た
な
決
意
を
持
っ
て
、改
め
て
社

協
の
原
点
を
見
つ
め
直
し
、大
事
な
遺
産
を

継
承
し
、と
も
に
生
き
る
豊
か
な
地
域
社
会

の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

「
超
少
子
高
齢
・
人
口
減
少
社
会
」「
人

生
１
０
０
年
時
代
」
と
い
わ
れ
、
誰
も
が

生
涯
を
通
し
て
「
安
心
・
安
全
・
心
豊
か

に
暮
ら
せ
る
社
会
」
が
実
感
で
き
る
よ
う
、

20
年
・
30
年
先
の
社
会
の
姿
を
見
据
え
、

社
会
福
祉
の
あ
り
方
そ
の
も
の
を
展
望
す

べ
き
時
期
に
会
長
職
と
い
う
重
責
を
お
引

き
受
け
す
る
に
あ
た
り
、
改
め
て
身
を
引

き
締
め
て
、
全
力
で
努
め
て
ま
い
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
は
、「
第
５
次
中
期
計
画
」

の
４
年
目
に
あ
た
り
ま
す
。
昨
年
度
ま
で
の

３
年
間
の
活
動
を
踏
ま
え
て
、
さ
ら
な
る
、

福
祉
事
業
の
発
展
に
注
力
し
て
ま
い
り
ま
す

と
と
も
に
、
福
祉
の
現
場
に
も
、
大
き
な
新

し
い
風
を
吹
か
せ
る
と
と
も
に
、掲
げ
た
ミ
ッ

シ
ョ
ン
や
具
体
的
な
事
業
を
見
直
し
、
次
の

「
第
６
次
中
期
計
画
」
へ
と
繋
げ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

今
一
度
、
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
、
中

核
的
な
組
織
と
し
て
、
県
社
協
が
果
た
す
べ

後
藤
　
澄
江

学
識
経
験
者

会
　
長

河
内
　
尚
明

名
古
屋
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
会
長

副
会
長

神
谷
　
明
文

安
城
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
会
長

副
会
長

太
田
　
一
平

和
敬
会
　
理
事
長

副
会
長

太
田
　
一
弘

民
生
委
員
児
童
委
員
会
愛
知
委
員
会  

委
員
長

副
会
長

大
畑
　
領
治

民
生
委
員
児
童
委
員
会
名
古
屋
委
員
会  

委
員
長

副
会
長

原
田
　
正
樹

学
識
経
験
者

副
会
長

令
和
７
年
６
月
２０
日
に
開
催
し
ま
し
た

理
事
会
に
お
い
て
本
会
の
正
副
会
長
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

任
期:

令
和
７
年
６
月
２０
日
か
ら
令
和
８
会
計

年
度
に
か
か
る
定
時
評
議
員
会
の
終
結

の
時
ま
で

新
役
員
紹
介

新
会
長
就
任
の
ご
挨
拶

後
藤
　
澄
江

愛
知
県
社
会
福
祉
協
議
会 

会
長
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一
般
会
計
資
金
収
支
決
算 

決
算

（
単
位 

円
）

一
般
会
計
資
金
収
支
予
算

予
算

（
単
位 

千
円
）

地
域
で
普
通
に
暮
ら
せ
る
社
会（
地
域
福
祉
）づ
く
り

Ⅰ

社
会
福
祉
法
人
・
社
会
福
祉
施
設
等
へ
の
支
援
強
化

Ⅱ
福
祉
人
材（
担
い
手
）の
確
保
・
育
成
・
定
着

Ⅲ

高
齢
者
の
生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
、

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

Ⅴ
暮
ら
し
を
災
害
か
ら
守
る
た
め
の

災
害
時
福
祉
支
援
活
動
の
推
進

Ⅳ

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
災
害
及
び

豪
雨
災
害
支
援
活
動

Ⅶ
愛
知
県
社
協
の
経
営
強
化
と
働
き
方
改
革

Ⅵ

令
和
6
年
度

事
業
報
告（
概
要
）・
決
算

本
会
の
基
本
理
念
で
あ
る「
あ
・
い
・
ち
・
ふ
・
く
・
し（
あ
ん
し
ん
し
て 

い
き
い
き
と 

ち
い
き
で 

ふ
つ
う

に 

く
ら
せ
る 

し
ゃ
か
い
）」の
実
現
に
向
け
、「
県
社
協
第
５
次
中
期
計
画
２
０
２
２-

２
０
２
６
」に
掲

げ
た
６
つ
の「
新
た
な
風
」を
基
本
方
針
と
し
て
、市
区
町
村
社
協
・
社
会
福
祉
施
設
を
は
じ
め
、民
生
委

員
・
児
童
委
員
、福
祉
関
係
機
関
・
団
体
、行
政
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
団
体
や
マ
ス
コ
ミ
・
関
係

団
体
と
連
携
・
協
働
し
、10
の
重
点
事
業
を
中
心
に
各
種
事
業
を
実
施
し
た
。

ま
た
、社
会
・
経
済
情
勢
の
急
速
な
変
化
に
伴
い
、多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
や
地
域
生
活
課
題
へ
の
対
応

が
求
ま
れ
て
る
中
で
、内
部
管
理
体
制
を
強
化
し
、効
率
的
・
効
果
的
な
事
業
の
展
開
を
図
る
と
と
も

に
、「
超
少
子
高
齢
・
人
口
減
少
社
会
」「
人
生
１
０
０
年
時
代
」と
言
わ
れ
る
中
、誰
も
が
生
涯
を
通
し

て
、「
安
心
・
安
全
・
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
社
会（
持
続
可
能
で
多
様
性
と
包
摂
性
の
あ
る
社
会
・
地
域
共

生
社
会
）」が
実
感
で
き
る
よ
う
に
、20
年
・
30
年
先
の
社
会
の
姿
を
見
据
え
た
活
動
に
努
め
た
。

加
え
て
、能
登
半
島
地
震
及
び
豪
雨
災
害
に
お
い
て
、長
期
間
に
わ
た
る
被
災
地
支
援
活
動
を
行
っ

た
。な

お
、基
本
方
針
ご
と
に
、令
和
６
年
度
実
施
し
た
事
業
の
概
要
は
、以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
、社
会
福
祉
法
人
・

社
会
福
祉
施
設
が
主
導
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
く
た

め
に
、地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
組
や
社
会
福
祉
充

実
残
額
に
よ
る
地
域
公
益
事
業
に
つ
い
て
、地
域
や
住

民
の
福
祉
課
題
・
生
活
課
題
な
ど
を
把
握
し
、地
域
の

実
情
に
応
じ
て
、す
べ
て
の
社
会
福
祉
法
人
が
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
実
態
把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
、

先
駆
的
取
組
事
例
の
紹
介
や
法
人
間
・
施
設
間
の
地
域

連
携
に
よ
る
事
業
等
の
支
援
を
行
い
、県
民
の
社
会
福

祉
法
人
へ
の
理
解
と
信
頼
の
獲
得
を
図
っ
た
。

ま
た
、高
齢･

障
害･

児
童
等
の
各
福
祉
分
野
の
基
盤

と
な
る
制
度
見
直
し
や
規
制
緩
和
に
向
け
た
対
応
、急

激
な
物
価
高
騰
な
ど
の
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
す
る

た
め
、福
祉
施
策
の
調
査
研
究
や
情
報
発
信
を
強
化
し

国
・
県
等
へ
の
提
言
・
要
望
活
動
を
実
施
し
た
。

さ
ら
に
、福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
推
進
す
る

た
め
、福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
事
業
の
普
及
・
促

進
に
努
め
た
。

福
祉
・
介
護
ニ
ー
ズ
が
複
雑
化
・
高
度
化
す
る
中
で
、

福
祉
人
材
の
安
定
的
確
保
・
育
成
・
定
着
を
総
合
的
・

継
続
的
に
推
進
し
、質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、福
祉
人
材
無
料
職
業

紹
介
所
機
能
の
強
化
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
関
係
機
関
と

連
携
し
、求
人
・
求
職
相
談
の
実
施
、福
祉
・
介
護
の
就

職
総
合
フ
ェ
ア
の
開
催
、資
格
取
得
や
就
職
支
援
の
た

め
の
返
還
免
除
付
き
貸
付
事
業
の
拡
充
な
ど
に
よ
り
、

福
祉
人
材
の
確
保
・
定
着
を
図
っ
た
。

ま
た
、福
祉
の
仕
事
の
重
要
性
と
そ
の
魅
力
を
広
め

る
た
め
、効
果
的
な
広
報
戦
略
の
展
開
を
図
る
と
と
も

に
、多
様
な
広
報
媒
体
に
よ
り
介
護
福
祉
士
等
の
届
出

制
度
を
周
知
し
、離
職
し
た
有
資
格
者
や
就
業
し
て
い

な
い
有
資
格
者
の
再
就
職
・
就
職
の
支
援
を
図
っ
た
。

な
お
、保
育
士
に
つ
い
て
は
、保
育
士
・
保
育
所
支
援

セ
ン
タ
ー
を
運
営
し
、就
職
支
援
等
を
行
っ
た
。

さ
ら
に
、社
会
福
祉
関
係
職
員
研
修
等
の
充
実
を
図
り
、福

祉
・
介
護
等
ニ
ー
ズ
に
適
応
で
き
る
人
材
の
育
成
に
努
め
た
。

昨
今
の
度
重
な
る
広
域
的
・
多
発
的
な
自
然
災
害
の

発
生
に
よ
り
、こ
れ
ま
で
以
上
に
大
規
模
災
害
を
想
定

し
た
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
運
営
に
関
わ
る
情
報
共
有
等
を
効
率
的
に

進
め
る
た
め
、情
報
通
信
技
術（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）を
活
用
し
た

「
あ
い
ち
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
シ
ス
テ

ム
」を
運
用
す
る
と
と
も
に
、市
町
村
社
協
や
社
会
福
祉

施
設
に
お
け
る
事
業
継
続
計
画（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）の
策
定
支

援
を
行
い
、災
害
に
強
い
組
織
体
制
の
構
築
を
図
っ
た
。

ま
た「
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
」を
は
じ
め
、大
規

模
災
害
に
お
け
る
被
災
者
支
援
の
経
験
を
活
か
し
、社

協
・
行
政
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
三
者
連
携
に
加
え
、企
業
等
も

含
め
た
災
害
福
祉
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
や
実
践

的
に
活
動
す
る
た
め
の
連
携
体
制
の
充
実
を
図
っ
た
。

高
齢
者
に
学
び
の
機
会
を
提
供
す
る「
あ
い
ち
シ
ル

バ
ー
カ
レ
ッ
ジ
」の
開
催
と
、全
国
健
康
福
祉
祭
と
っ
と

り
大
会
へ
の
選
手
派
遣
等
に
よ
り
、高
齢
者
の
生
き
が

い･

健
康
づ
く
り
の
推
進
や
地
域
社
会
活
動
の
参
加
促

進
を
図
る
と
と
も
に
、同
カ
レ
ッ
ジ
の
卒
業
生
を
対
象
と

し
た
専
門
講
座
を
実
施
す
る
こ
と
で
、地
域
で
の
社
会

活
動
に
つ
な
げ
、地
域
で
活
躍
す
る
人
材
を
養
成
し
た
。

ま
た
、県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催
、全
国
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
佐
賀
大
会
へ
の
選
手
派
遣
等
、障
害
の
あ

る
人
の
自
立
と
社
会
参
加
を
促
進
す
る
た
め
、障
害
者

が
身
近
な
場
所
で
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
情
報
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、若
手
人
材

の
育
成
や
指
導
員
活
動
の
リ
・
ス
タ
ー
ト
支
援
等
の
実

施
に
よ
り
指
導
員
の
養
成
・
確
保
を
図
っ
た
。

さ
ら
に
、東
京
２
０
２
０
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
に

よ
る
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
の
高
ま
り
を
受
け
、パ

ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
な
ど
の
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
に
よ
る
講
演

や
実
技
指
導
を
交
え
た
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
体
験
・
ふ

れ
あ
い
交
流
事
業
の
実
施
に
よ
り
、障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

参
加
者
の
裾
野
拡
大
、障
害
へ
の
理
解
促
進
を
図
っ
た
。

地
域
福
祉
を
推
進
す
る
中
核
的
な
組
織
と
し
て
、

信
頼
さ
れ
る
法
人
組
織
の
運
営
・
持
続
可
能
な
組
織

づ
く
り
を
図
る
た
め
、事
務
局
組
織
、所
管
事
務
及

び
職
制
等
の
見
直
し
を
行
い
、内
部
管
理
体
制
の
強

化
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、中
長
期
的
な
職
員
研
修

計
画
に
よ
り
職
責
に
応
じ
た
人
材
育
成
を
計
画
的

に
進
め
た
。

ま
た
、〝
愛
知
か
ら
の
福
祉
の
輝
き
〞を
広
く
社
会

に
発
信
す
る
た
め
、メ
デ
ィ
ア
と
連
携
し
た
取
り
組

み
を
は
じ
め
、効
果
的
・
戦
略
的
な
情
報
発
信
を
行

う
こ
と
で
、広
報
の
充
実
・
強
化
を
図
っ
た
。併
せ

て
、「
愛
知
県
休
み
方
改
革
マ
イ
ス
タ
ー
企
業
」の
認

定
取
得
や
業
務
の
効
率
化
・
省
力
化
に
向
け
た
検
討

を
行
い
、働
き
や
す
い
職
場
環
境
の
整
備
に
努
め

た
。令

和
６
年
に
発
生
し
た
能
登
半
島
に
お
け
る
地

震
及
び
豪
雨
災
害
に
お
い
て
、東
海
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク

県
市
社
協
災
害
応
援
に
関
す
る
協
定
に
基
づ
き
、

被
災
地
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
支

援
を
行
う
た
め
、昨
年
度
に
引
き
続
き
、県
内
市
町

村
社
協
と
連
携
・
協
力
の
も
と
、珠
洲
市
に
応
援
職

員
を
派
遣
し
た
。

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
地
域
福
祉
を
重
層

的
に
推
進
す
る
た
め
、地
域
に
お
け
る
包
括
的
な
支
援

体
制
づ
く
り
に
お
い
て
市
町
村
社
協
が
中
核
的
役
割
を

果
た
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、地
域
福
祉
の
基
盤
強
化

に
向
け
た
取
組
を
支
援
す
る
ほ
か
、社
会
的
排
除
・
孤

立
、生
活
困
窮
者
な
ど
福
祉
課
題
や
生
活
課
題
の
あ
る

人
を
早
期
把
握
し
、脱
却
を
図
る
た
め
、地
域
に
お
け
る

個
別
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
や
生
活
困
窮
者
自
立

支
援
制
度
の
利
用
推
進
、既
存
制
度
で
は
対
応
で
き
な

い
柔
軟
な
社
会
資
源
の
創
出
に
向
け
た
各
種
研
修
会
の

開
催
及
び
情
報
提
供
を
行
っ
た
。併
せ
て
、地
域
に
お
け

る
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
活
動
や
拠
点
づ
く
り
等
、住
民
が
主

体
的
に
取
り
組
む
新
た
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
で

き
る
よ
う
、団
塊
世
代
や
大
学
生
、青
少
年
等
に
対
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
へ
の
参
加
や
企
業
等
の
社

会
貢
献
活
動
の
促
進
、地
域
・
学
校
・
社
協
と
の
連
携
に

よ
る
福
祉
教
育
を
推
進
し
た
。

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
の
さ
ら
な
る
利
用
を
図

り
、特
に
生
活
困
窮
世
帯
の
子
ど
も
へ
の
支
援
強
化
と

し
て
、関
係
諸
団
体
・
機
関
と
連
携
し
、子
ど
も
の
居
場

所
と
な
る
子
ど
も
食
堂
の
開
設
・
運
営
や
子
ど
も
の
学

習
・
生
活
支
援
を
推
進
し
た
ほ
か
、生
活
困
窮
者
自
立

支
援
制
度
と
の
連
携
研
修
や
支
援
に
関
す
る
情
報
共
有

を
深
め
る
こ
と
に
よ
り
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業
の
充

実
を
図
る
と
と
も
に
、緊
急
小
口
資
金
等
特
例
貸
付
で

顕
在
化
し
た
生
活
困
窮
者
に
対
す
る
償
還
や
生
活
再
建

の
た
め
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
支
援
の
体
制
整
備
を
推
進

し
た
。加
え
て
地
域
住
民
の
身
近
な
相
談
相
手
で
あ
る

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、主
任
児
童
委
員
の
日
頃
の
相

談
援
助
活
動
の
よ
り
一
層
の
推
進
と
発
展
を
図
っ
た
。

さ
ら
に
、福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
利
益
を
保
護
す

る
た
め
、地
域
に
お
け
る
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
の

拡
充
を
進
め
る
と
と
も
に
、権
利
擁
護
と
し
て
の
成
年

後
見
制
度
の
推
進
を
支
援
し
、総
合
的
な
権
利
擁
護
体

制
の
構
築
を
図
っ
た
。

愛
知
県
社
協
の
経
営
強
化
と
働
き
方
改
革

Ⅵ

ネ
ッ
ト
対
策
の
一
つ
で
あ
る
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、緊
急
小
口
資
金
等
特
例
貸

付
の
実
施
に
よ
り
顕
在
化
し
た
生
活
困
窮
世
帯
を
必
要

な
支
援
に
つ
な
ぐ
た
め
、償
還
や
生
活
再
建
に
向
け
た

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
支
援
の
取
組
を
推
進
す
る
。

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
、社
会
福
祉
法
人
・

社
会
福
祉
施
設
が
主
導
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
く
た

め
に
、地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
組
や
社
会
福
祉
充

実
残
額
に
よ
る
地
域
公
益
事
業
に
つ
い
て
、地
域
や
住

民
の
福
祉
課
題
・
生
活
課
題
な
ど
を
把
握
し
解
決
す
る

た
め
に
、す
べ
て
の
社
会
福
祉
法
人
が
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
引
き
続
き
情
報
提
供
を
行
う
と
と
も

に
、先
駆
的
取
組
事
例
の
紹
介
や
法
人
間
・
施
設
間
の

地
域
連
携
に
よ
る
事
業
等
の
支
援
を
行
い
、県
民
の
社

会
福
祉
法
人
へ
の
理
解
と
信
頼
の
獲
得
を
図
る
。

ま
た
、高
齢
・
障
害
・
児
童
等
の
各
福
祉
分
野
で
進
め

ら
れ
て
い
る
制
度
見
直
し
や
規
制
緩
和
に
向
け
た
対

応
、急
激
な
物
価
高
騰
な
ど
の
社
会
情
勢
の
変
化
に
対

応
す
る
た
め
、福
祉
施
策
の
調
査
研
究
や
情
報
発
信
を

強
化
し
、国
・
県
等
へ
の
提
言
・
要
望
活
動
を
実
施
す

る
。さ

ら
に
、福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
推
進
し
、利

用
者
の
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
に
資
す
る
た
め
、福

祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
事
業
の
促
進
を
図
る
。

福
祉
・
介
護
ニ
ー
ズ
が
複
雑
化
・
高
度
化
す
る
中
、福

祉
人
材
の
安
定
的
確
保
・
育
成
・
定
着
を
図
り
、質
の
高

い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
関
係
機
関
と
の
連
携
の

も
と
、福
祉
の
職
場
見
学
・
職
場
体
験
機
会
の
提
供
や

介
護
福
祉
士
修
学
資
金
等
貸
付
事
業
を
活
用
し
た
就
職

支
援
な
ど
、他
に
は
な
い
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
の
事
業

に
つ
い
て
、求
人
・
求
職
相
談
の
実
施
、福
祉
・
介
護
の

就
職
総
合
フ
ェ
ア
の
開
催
、離
職
し
た
介
護
福
祉
士
等

の
届
出
制
度
に
基
づ
く
復
職
支
援
等
様
々
な
事
業
と
の

効
果
的
な
連
携
を
踏
ま
え
て
取
り
組
み
、福
祉
人
材
の

確
保
・
定
着
の
推
進
を
図
る
。

ま
た
、多
様
な
媒
体
を
活
用
し
た
効
果
的
な
広
報
活

動
に
努
め
、福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
無
料
職
業

紹
介
所
の
更
な
る
認
知
度
向
上
を
図
る
。

併
せ
て
、社
会
福
祉
関
係
職
員
研
修
等
の
充
実
を
図

り
、福
祉
・
介
護
等
ニ
ー
ズ
に
適
応
で
き
る
人
材
の
育
成

を
推
進
す
る
。

災
害
対
策
基
本
法
や
災
害
救
助
法
に
、「
被
災
地
に

お
け
る
福
祉
支
援
の
充
実
」の
視
点
が
盛
り
込
ま
れ
、国

の
災
害
対
応
・
救
助
の
種
類
に「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
」が
追

加
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、こ
れ
ま
で
以
上
に
、市
町
村
社

協
や
社
会
福
祉
法
人
・
社
会
福
祉
施
設
等
福
祉
関
係
機

関
の
被
災
地
で
の
役
割
は
大
き
く
な
る
。

そ
の
た
め
、社
協
・
行
政
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
三
者
連
携
に
と

ど
ま
る
こ
と
な
く
、社
会
福
祉
法
人
・
社
会
福
祉
施
設

等
す
べ
て
の
福
祉
関
係
者
や
企
業
等
も
含
め
て
、日
頃

か
ら
顔
の
見
え
る
関
係
を
構
築
す
る
と
と
も
に
被
災
地

支
援
の
経
験
を
活
か
し
、広
域
的
な
災
害
福
祉
支
援
活

動
に
必
要
な
知
識
や
技
能
の
充
実
を
図
る
。

ま
た
、こ
れ
ら
を
実
践
す
る
た
め
の
市
町
村
社
協
や

社
会
福
祉
施
設
に
お
け
る
事
業
継
続
計
画（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）

の
策
定
を
支
援
し
、災
害
に
強
い
組
織
体
制
の
構
築
を

図
る
。

活
力
あ
ふ
れ
る
長
寿
社
会
の
実
現
に
向
け
、高
齢
者

の
生
き
が
い
や
健
康
づ
く
り
の
推
進
及
び
、地
域
社
会

活
動
へ
の
参
加
促
進
を
図
る
た
め
、あ
い
ち
シ
ル
バ
ー
カ

レ
ッ
ジ
を
開
催
し
、高
齢
者
の
学
習
意
欲
の
助
長
、仲
間

づ
く
り
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
促
進
を
図
る
と
と

も
に
、各
種
社
会
参
加
活
動
の
中
核
と
な
る
人
材
養
成
、

地
域
に
お
け
る
多
世
代
交
流
の
支
援
に
努
め
る
。

併
せ
て
、全
国
健
康
福
祉
祭
へ
の
選
手
団
派
遣
を
継
続

的
に
実
施
す
る
。

ま
た
、障
害
の
あ
る
人
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
、そ

の
楽
し
さ
を
体
験
す
る
と
と
も
に
、県
民
の
障
害
に

対
す
る
理
解
を
深
め
、障
害
者
の
社
会
参
加
の
推
進

を
図
る
た
め
、県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
の
開
催

や
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
の
選
手
団
派
遣

を
継
続
的
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、障
害
者
が
身
近

な
場
所
で
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
情
報
の
提
供
に
努
め
る
。

併
せ
て
、持
続
可
能
な
大
会
と
す
る
た
め
に
、障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
を
支
え
る
人
材（
指
導
者
、審
判
員

等
）の
発
掘
、養
成
、確
保
を
図
る
。

さ
ら
に
、「
愛
知
・
名
古
屋
２
０
２
６
ア
ジ
ア
パ
ラ

競
技
大
会
」や
、「
２
０
２
５
東
京
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ

ク
」の
開
催
な
ど
、広
く
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関

心
の
高
ま
り
を
受
け
、ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
に
よ
る

講
演
や
体
験
会
を
実
施
す
る
ほ
か
、種
目
別
ス
ポ
ー

ツ
大
会
を
開
催
す
る
こ
と
で
、障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の

裾
野
拡
大
を
図
る
。

地
域
福
祉
を
推
進
す
る
中
核
的
な
組
織
と
し

て
、信
頼
さ
れ
る
法
人
組
織
の
運
営
・
持
続
可
能
な

組
織
づ
く
り
を
図
る
た
め
、内
部
管
理
体
制
の
基

本
方
針
に
沿
っ
た
法
人
組
織
の
一
層
の
強
化
や
市

町
村
社
協
と
の
さ
ら
な
る
連
携
強
化
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、中
長
期
的
な
職
員
研
修
計
画
に
よ
り

職
責
に
応
じ
た
人
材
育
成
を
計
画
的
に
進
め
る
。

ま
た
、〝
愛
知
か
ら
福
祉
の
輝
き
〞を
広
く
社
会

に
発
信
す
る
た
め
、広
報
媒
体
の
特
性
を
生
か
し

た
効
果
的
・
戦
略
的
な
情
報
発
信
を
行
う
こ
と
で
、

広
報
機
能
の
充
実
・
強
化
を
図
る
。

併
せ
て
、安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
及
び

現
行
シ
ス
テ
ム
の
運
用
の
見
直
し
等
に
よ
り
業
務

の
効
率
化
を
図
る
と
も
に
、働
き
方
・
休
み
方
の
改

善
を
継
続
的
に
実
施
し
、職
員
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
の
推
進
を
図
る
。

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
や
介
護
保
険
制
度
に
お

け
る
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
、さ
ら
に
は
地
域
共
生

社
会
の
実
現
に
向
け
た
社
会
福
祉
法
改
正
に
よ
り
重
層

的
支
援
体
制
整
備
事
業
が
創
設
さ
れ
る
な
ど
地
域
福
祉

へ
の
期
待
は
益
々
高
ま
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
、市
町
村
社
協
が
地
域
福
祉
活
動
に
お

け
る
中
核
的
な
役
割
を
担
う
た
め
、専
門
性
を
有
し
た

社
協
職
員
の
養
成
や
事
業
費
の
助
成
、情
報
提
供
を
通

じ
た
支
援
活
動
を
引
き
続
き
展
開
す
る
。

ま
た
、地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
と
っ
て
不
可
欠
な

「
共
に
生
き
る
」と
い
う
共
生
文
化
を
醸
成
し
て
い
く
た

め
、市
町
村
社
協
と
連
携
し
、協
議
体
と
し
て
の
機
能
や

総
合
力
な
ど
の
強
み
を
活
か
し
な
が
ら
、多
様
な
関
係

者
と
の
協
働
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
及
び

福
祉
教
育
を
推
進
す
る
。

さ
ら
に
、日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
を
通
じ
た
要
援

護
者
へ
の
支
援
や
地
域
住
民
の
最
も
身
近
な
相
談
相
手

で
あ
る
民
生
委
員･

児
童
委
員
活
動
を
支
援
す
る
と
と

も
に
子
ど
も
の
居
場
所
と
な
る
子
ど
も
食
堂
・
学
習
支

援
の
場
が
拡
充
さ
れ
る
よ
う
関
係
諸
団
体
・
機
関
と
連

携
を
強
化
す
る
。

併
せ
て
、生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
の
実
施
主
体

と
の
連
携
や
支
援
に
関
す
る
情
報
共
有
を
よ
り
深
め
、

借
り
や
す
い
制
度
運
営
を
基
本
と
し
た
セ
ー
フ
テ
ィ

収入
合計

4,781,555
（単位：千円）

会費収入 83,539（1.7%）
経常経費補助金収入 305,357（6.4%）

助成金収入 6,237（0.1%）
受託金収入 236,284（5.0%）
貸付事業等収入
157,776（3.3%）

前期末支払資金残高
（運転資金）
41,892（0.9%）

その他の活動による収入
1,994,635（40.7%）

その他の収入
25,649（0.5%）

受取利息配当金収入 
17,821（0.4%）

分担金収入 1,495（0.0%）

負担金収入
88,023（1.8%）

事業収入
323,882（6.8%）

寄附金収入 4,500（0.1%）

前期末支払資金残高
（貸付原資）
1,544,465（32.3%）

支出
合計

4,781,555
（単位：千円）

人件費
534,018（11.2%）

その他の
活動による支出
290,118
（6.1%）

予備費支出
1,000
（0.0%）

当期末支払資金残高
（運転資金）
38,489（0.8%）

負担金支出
67,775（1.4%）

その他の支出
1（0.0%）

施設整備
等による支出 
7,615（0.2%）

事業費支出
1,625,493
（34.0%）

事務費支出
59,674（1.2%）

助成金支出
18,884（0.4%）

貸付事業等支出
159,321（3.3%）

当期末支払資金残高
（貸付原資）
1,979,167（41.4%）

収入
合計

3,783,333,607
（単位：円）

経常経費補助金収入
285,056,745（7.5%）
助成金収入
17,042,717（0.5%）
受託金収入
237,022,913（6.3%）

事業収入
319,417,853（8.4%）

前期末支払資金残高
（貸付原資）
1,301,876,468（34.4%）

その他の収入
42,283,058（1.1%）

その他の活動による収入
1,271,320,997
（33.6%）

受取利息配当金収入
17,713,154（0.5%）

貸付事業等収入
75,228,000（2.0%）

負担金収入
93,649,823（2.5%）
分担金収入
1,495,000（0.0%）

寄附金収入
1,936,000（0.1%）

会費収入
80,321,500
（2.1%）

前期末支払資金残高
（運転資金）
38,969,379（1.0%）

人件費
529,613,406（14.0%）

その他の活動による支出
148,896,131
（3.9%）

負担金支出
64,323,688（1.7%）

施設整備等による支出
8,158,128（0.2%）

事業費支出
1,190,886,563（31.5%）

事務費支出
72,900,266（1.9%）
貸付事業等支出
28,000,000（0.8%）
助成金支出
18,160,985（0.5%）

支出
合計

3,783,333,607
（単位：円）

当期末支払資金残高
（貸付原資）
1,672,744,131
（44.2%）

当期末支払資金残高
（運転資金）
49,650,309
（1.3%）
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一
般
会
計
資
金
収
支
決
算 
決
算

（
単
位 

円
）

一
般
会
計
資
金
収
支
予
算

予
算

（
単
位 

千
円
）

地
域
で
普
通
に
暮
ら
せ
る
社
会（
地
域
福
祉
）づ
く
り

Ⅰ

社
会
福
祉
法
人
・
社
会
福
祉
施
設
等
へ
の
支
援
強
化

Ⅱ
福
祉
人
材（
担
い
手
）の
確
保
・
育
成
・
定
着

Ⅲ

高
齢
者
の
生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
、

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

Ⅴ
暮
ら
し
を
災
害
か
ら
守
る
た
め
の

災
害
時
福
祉
支
援
活
動
の
推
進

Ⅳ

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
災
害
及
び

豪
雨
災
害
支
援
活
動

Ⅶ
愛
知
県
社
協
の
経
営
強
化
と
働
き
方
改
革

Ⅵ

令
和
6
年
度

事
業
報
告（
概
要
）・
決
算

本
会
の
基
本
理
念
で
あ
る「
あ
・
い
・
ち
・
ふ
・
く
・
し（
あ
ん
し
ん
し
て 

い
き
い
き
と 

ち
い
き
で 

ふ
つ
う

に 

く
ら
せ
る 

し
ゃ
か
い
）」の
実
現
に
向
け
、「
県
社
協
第
５
次
中
期
計
画
２
０
２
２-

２
０
２
６
」に
掲

げ
た
６
つ
の「
新
た
な
風
」を
基
本
方
針
と
し
て
、市
区
町
村
社
協
・
社
会
福
祉
施
設
を
は
じ
め
、民
生
委

員
・
児
童
委
員
、福
祉
関
係
機
関
・
団
体
、行
政
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
団
体
や
マ
ス
コ
ミ
・
関
係

団
体
と
連
携
・
協
働
し
、10
の
重
点
事
業
を
中
心
に
各
種
事
業
を
実
施
し
た
。

ま
た
、社
会
・
経
済
情
勢
の
急
速
な
変
化
に
伴
い
、多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
や
地
域
生
活
課
題
へ
の
対
応

が
求
ま
れ
て
る
中
で
、内
部
管
理
体
制
を
強
化
し
、効
率
的
・
効
果
的
な
事
業
の
展
開
を
図
る
と
と
も

に
、「
超
少
子
高
齢
・
人
口
減
少
社
会
」「
人
生
１
０
０
年
時
代
」と
言
わ
れ
る
中
、誰
も
が
生
涯
を
通
し

て
、「
安
心
・
安
全
・
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
社
会（
持
続
可
能
で
多
様
性
と
包
摂
性
の
あ
る
社
会
・
地
域
共

生
社
会
）」が
実
感
で
き
る
よ
う
に
、20
年
・
30
年
先
の
社
会
の
姿
を
見
据
え
た
活
動
に
努
め
た
。

加
え
て
、能
登
半
島
地
震
及
び
豪
雨
災
害
に
お
い
て
、長
期
間
に
わ
た
る
被
災
地
支
援
活
動
を
行
っ

た
。な

お
、基
本
方
針
ご
と
に
、令
和
６
年
度
実
施
し
た
事
業
の
概
要
は
、以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
、社
会
福
祉
法
人
・

社
会
福
祉
施
設
が
主
導
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
く
た

め
に
、地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
組
や
社
会
福
祉
充

実
残
額
に
よ
る
地
域
公
益
事
業
に
つ
い
て
、地
域
や
住

民
の
福
祉
課
題
・
生
活
課
題
な
ど
を
把
握
し
、地
域
の

実
情
に
応
じ
て
、す
べ
て
の
社
会
福
祉
法
人
が
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
実
態
把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
、

先
駆
的
取
組
事
例
の
紹
介
や
法
人
間
・
施
設
間
の
地
域

連
携
に
よ
る
事
業
等
の
支
援
を
行
い
、県
民
の
社
会
福

祉
法
人
へ
の
理
解
と
信
頼
の
獲
得
を
図
っ
た
。

ま
た
、高
齢･

障
害･

児
童
等
の
各
福
祉
分
野
の
基
盤

と
な
る
制
度
見
直
し
や
規
制
緩
和
に
向
け
た
対
応
、急

激
な
物
価
高
騰
な
ど
の
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
す
る

た
め
、福
祉
施
策
の
調
査
研
究
や
情
報
発
信
を
強
化
し

国
・
県
等
へ
の
提
言
・
要
望
活
動
を
実
施
し
た
。

さ
ら
に
、福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
推
進
す
る

た
め
、福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
事
業
の
普
及
・
促

進
に
努
め
た
。

福
祉
・
介
護
ニ
ー
ズ
が
複
雑
化
・
高
度
化
す
る
中
で
、

福
祉
人
材
の
安
定
的
確
保
・
育
成
・
定
着
を
総
合
的
・

継
続
的
に
推
進
し
、質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、福
祉
人
材
無
料
職
業

紹
介
所
機
能
の
強
化
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
関
係
機
関
と

連
携
し
、求
人
・
求
職
相
談
の
実
施
、福
祉
・
介
護
の
就

職
総
合
フ
ェ
ア
の
開
催
、資
格
取
得
や
就
職
支
援
の
た

め
の
返
還
免
除
付
き
貸
付
事
業
の
拡
充
な
ど
に
よ
り
、

福
祉
人
材
の
確
保
・
定
着
を
図
っ
た
。

ま
た
、福
祉
の
仕
事
の
重
要
性
と
そ
の
魅
力
を
広
め

る
た
め
、効
果
的
な
広
報
戦
略
の
展
開
を
図
る
と
と
も

に
、多
様
な
広
報
媒
体
に
よ
り
介
護
福
祉
士
等
の
届
出

制
度
を
周
知
し
、離
職
し
た
有
資
格
者
や
就
業
し
て
い

な
い
有
資
格
者
の
再
就
職
・
就
職
の
支
援
を
図
っ
た
。

な
お
、保
育
士
に
つ
い
て
は
、保
育
士
・
保
育
所
支
援

セ
ン
タ
ー
を
運
営
し
、就
職
支
援
等
を
行
っ
た
。

さ
ら
に
、社
会
福
祉
関
係
職
員
研
修
等
の
充
実
を
図
り
、福

祉
・
介
護
等
ニ
ー
ズ
に
適
応
で
き
る
人
材
の
育
成
に
努
め
た
。

昨
今
の
度
重
な
る
広
域
的
・
多
発
的
な
自
然
災
害
の

発
生
に
よ
り
、こ
れ
ま
で
以
上
に
大
規
模
災
害
を
想
定

し
た
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
運
営
に
関
わ
る
情
報
共
有
等
を
効
率
的
に

進
め
る
た
め
、情
報
通
信
技
術（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）を
活
用
し
た

「
あ
い
ち
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
シ
ス
テ

ム
」を
運
用
す
る
と
と
も
に
、市
町
村
社
協
や
社
会
福
祉

施
設
に
お
け
る
事
業
継
続
計
画（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）の
策
定
支

援
を
行
い
、災
害
に
強
い
組
織
体
制
の
構
築
を
図
っ
た
。

ま
た「
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
」を
は
じ
め
、大
規

模
災
害
に
お
け
る
被
災
者
支
援
の
経
験
を
活
か
し
、社

協
・
行
政
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
三
者
連
携
に
加
え
、企
業
等
も

含
め
た
災
害
福
祉
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
や
実
践

的
に
活
動
す
る
た
め
の
連
携
体
制
の
充
実
を
図
っ
た
。

高
齢
者
に
学
び
の
機
会
を
提
供
す
る「
あ
い
ち
シ
ル

バ
ー
カ
レ
ッ
ジ
」の
開
催
と
、全
国
健
康
福
祉
祭
と
っ
と

り
大
会
へ
の
選
手
派
遣
等
に
よ
り
、高
齢
者
の
生
き
が

い･

健
康
づ
く
り
の
推
進
や
地
域
社
会
活
動
の
参
加
促

進
を
図
る
と
と
も
に
、同
カ
レ
ッ
ジ
の
卒
業
生
を
対
象
と

し
た
専
門
講
座
を
実
施
す
る
こ
と
で
、地
域
で
の
社
会

活
動
に
つ
な
げ
、地
域
で
活
躍
す
る
人
材
を
養
成
し
た
。

ま
た
、県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催
、全
国
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
佐
賀
大
会
へ
の
選
手
派
遣
等
、障
害
の
あ

る
人
の
自
立
と
社
会
参
加
を
促
進
す
る
た
め
、障
害
者

が
身
近
な
場
所
で
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
情
報
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、若
手
人
材

の
育
成
や
指
導
員
活
動
の
リ
・
ス
タ
ー
ト
支
援
等
の
実

施
に
よ
り
指
導
員
の
養
成
・
確
保
を
図
っ
た
。

さ
ら
に
、東
京
２
０
２
０
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
に

よ
る
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
の
高
ま
り
を
受
け
、パ

ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
な
ど
の
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
に
よ
る
講
演

や
実
技
指
導
を
交
え
た
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
体
験
・
ふ

れ
あ
い
交
流
事
業
の
実
施
に
よ
り
、障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

参
加
者
の
裾
野
拡
大
、障
害
へ
の
理
解
促
進
を
図
っ
た
。

地
域
福
祉
を
推
進
す
る
中
核
的
な
組
織
と
し
て
、

信
頼
さ
れ
る
法
人
組
織
の
運
営
・
持
続
可
能
な
組
織

づ
く
り
を
図
る
た
め
、事
務
局
組
織
、所
管
事
務
及

び
職
制
等
の
見
直
し
を
行
い
、内
部
管
理
体
制
の
強

化
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、中
長
期
的
な
職
員
研
修

計
画
に
よ
り
職
責
に
応
じ
た
人
材
育
成
を
計
画
的

に
進
め
た
。

ま
た
、〝
愛
知
か
ら
の
福
祉
の
輝
き
〞を
広
く
社
会

に
発
信
す
る
た
め
、メ
デ
ィ
ア
と
連
携
し
た
取
り
組

み
を
は
じ
め
、効
果
的
・
戦
略
的
な
情
報
発
信
を
行

う
こ
と
で
、広
報
の
充
実
・
強
化
を
図
っ
た
。併
せ

て
、「
愛
知
県
休
み
方
改
革
マ
イ
ス
タ
ー
企
業
」の
認

定
取
得
や
業
務
の
効
率
化
・
省
力
化
に
向
け
た
検
討

を
行
い
、働
き
や
す
い
職
場
環
境
の
整
備
に
努
め

た
。令

和
６
年
に
発
生
し
た
能
登
半
島
に
お
け
る
地

震
及
び
豪
雨
災
害
に
お
い
て
、東
海
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク

県
市
社
協
災
害
応
援
に
関
す
る
協
定
に
基
づ
き
、

被
災
地
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
支

援
を
行
う
た
め
、昨
年
度
に
引
き
続
き
、県
内
市
町

村
社
協
と
連
携
・
協
力
の
も
と
、珠
洲
市
に
応
援
職

員
を
派
遣
し
た
。

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
地
域
福
祉
を
重
層

的
に
推
進
す
る
た
め
、地
域
に
お
け
る
包
括
的
な
支
援

体
制
づ
く
り
に
お
い
て
市
町
村
社
協
が
中
核
的
役
割
を

果
た
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、地
域
福
祉
の
基
盤
強
化

に
向
け
た
取
組
を
支
援
す
る
ほ
か
、社
会
的
排
除
・
孤

立
、生
活
困
窮
者
な
ど
福
祉
課
題
や
生
活
課
題
の
あ
る

人
を
早
期
把
握
し
、脱
却
を
図
る
た
め
、地
域
に
お
け
る

個
別
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
や
生
活
困
窮
者
自
立

支
援
制
度
の
利
用
推
進
、既
存
制
度
で
は
対
応
で
き
な

い
柔
軟
な
社
会
資
源
の
創
出
に
向
け
た
各
種
研
修
会
の

開
催
及
び
情
報
提
供
を
行
っ
た
。併
せ
て
、地
域
に
お
け

る
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
活
動
や
拠
点
づ
く
り
等
、住
民
が
主

体
的
に
取
り
組
む
新
た
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
で

き
る
よ
う
、団
塊
世
代
や
大
学
生
、青
少
年
等
に
対
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
へ
の
参
加
や
企
業
等
の
社

会
貢
献
活
動
の
促
進
、地
域
・
学
校
・
社
協
と
の
連
携
に

よ
る
福
祉
教
育
を
推
進
し
た
。

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
の
さ
ら
な
る
利
用
を
図

り
、特
に
生
活
困
窮
世
帯
の
子
ど
も
へ
の
支
援
強
化
と

し
て
、関
係
諸
団
体
・
機
関
と
連
携
し
、子
ど
も
の
居
場

所
と
な
る
子
ど
も
食
堂
の
開
設
・
運
営
や
子
ど
も
の
学

習
・
生
活
支
援
を
推
進
し
た
ほ
か
、生
活
困
窮
者
自
立

支
援
制
度
と
の
連
携
研
修
や
支
援
に
関
す
る
情
報
共
有

を
深
め
る
こ
と
に
よ
り
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業
の
充

実
を
図
る
と
と
も
に
、緊
急
小
口
資
金
等
特
例
貸
付
で

顕
在
化
し
た
生
活
困
窮
者
に
対
す
る
償
還
や
生
活
再
建

の
た
め
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
支
援
の
体
制
整
備
を
推
進

し
た
。加
え
て
地
域
住
民
の
身
近
な
相
談
相
手
で
あ
る

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、主
任
児
童
委
員
の
日
頃
の
相

談
援
助
活
動
の
よ
り
一
層
の
推
進
と
発
展
を
図
っ
た
。

さ
ら
に
、福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
利
益
を
保
護
す

る
た
め
、地
域
に
お
け
る
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
の

拡
充
を
進
め
る
と
と
も
に
、権
利
擁
護
と
し
て
の
成
年

後
見
制
度
の
推
進
を
支
援
し
、総
合
的
な
権
利
擁
護
体

制
の
構
築
を
図
っ
た
。

愛
知
県
社
協
の
経
営
強
化
と
働
き
方
改
革

Ⅵ

ネ
ッ
ト
対
策
の
一
つ
で
あ
る
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、緊
急
小
口
資
金
等
特
例
貸

付
の
実
施
に
よ
り
顕
在
化
し
た
生
活
困
窮
世
帯
を
必
要

な
支
援
に
つ
な
ぐ
た
め
、償
還
や
生
活
再
建
に
向
け
た

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
支
援
の
取
組
を
推
進
す
る
。

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
、社
会
福
祉
法
人
・

社
会
福
祉
施
設
が
主
導
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
く
た

め
に
、地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
組
や
社
会
福
祉
充

実
残
額
に
よ
る
地
域
公
益
事
業
に
つ
い
て
、地
域
や
住

民
の
福
祉
課
題
・
生
活
課
題
な
ど
を
把
握
し
解
決
す
る

た
め
に
、す
べ
て
の
社
会
福
祉
法
人
が
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
引
き
続
き
情
報
提
供
を
行
う
と
と
も

に
、先
駆
的
取
組
事
例
の
紹
介
や
法
人
間
・
施
設
間
の

地
域
連
携
に
よ
る
事
業
等
の
支
援
を
行
い
、県
民
の
社

会
福
祉
法
人
へ
の
理
解
と
信
頼
の
獲
得
を
図
る
。

ま
た
、高
齢
・
障
害
・
児
童
等
の
各
福
祉
分
野
で
進
め

ら
れ
て
い
る
制
度
見
直
し
や
規
制
緩
和
に
向
け
た
対

応
、急
激
な
物
価
高
騰
な
ど
の
社
会
情
勢
の
変
化
に
対

応
す
る
た
め
、福
祉
施
策
の
調
査
研
究
や
情
報
発
信
を

強
化
し
、国
・
県
等
へ
の
提
言
・
要
望
活
動
を
実
施
す

る
。さ

ら
に
、福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
推
進
し
、利

用
者
の
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
の
選
択
に
資
す
る
た
め
、福

祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
事
業
の
促
進
を
図
る
。

福
祉
・
介
護
ニ
ー
ズ
が
複
雑
化
・
高
度
化
す
る
中
、福

祉
人
材
の
安
定
的
確
保
・
育
成
・
定
着
を
図
り
、質
の
高

い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
関
係
機
関
と
の
連
携
の

も
と
、福
祉
の
職
場
見
学
・
職
場
体
験
機
会
の
提
供
や

介
護
福
祉
士
修
学
資
金
等
貸
付
事
業
を
活
用
し
た
就
職

支
援
な
ど
、他
に
は
な
い
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
の
事
業

に
つ
い
て
、求
人
・
求
職
相
談
の
実
施
、福
祉
・
介
護
の

就
職
総
合
フ
ェ
ア
の
開
催
、離
職
し
た
介
護
福
祉
士
等

の
届
出
制
度
に
基
づ
く
復
職
支
援
等
様
々
な
事
業
と
の

効
果
的
な
連
携
を
踏
ま
え
て
取
り
組
み
、福
祉
人
材
の

確
保
・
定
着
の
推
進
を
図
る
。

ま
た
、多
様
な
媒
体
を
活
用
し
た
効
果
的
な
広
報
活

動
に
努
め
、福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
無
料
職
業

紹
介
所
の
更
な
る
認
知
度
向
上
を
図
る
。

併
せ
て
、社
会
福
祉
関
係
職
員
研
修
等
の
充
実
を
図

り
、福
祉
・
介
護
等
ニ
ー
ズ
に
適
応
で
き
る
人
材
の
育
成

を
推
進
す
る
。

災
害
対
策
基
本
法
や
災
害
救
助
法
に
、「
被
災
地
に

お
け
る
福
祉
支
援
の
充
実
」の
視
点
が
盛
り
込
ま
れ
、国

の
災
害
対
応
・
救
助
の
種
類
に「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
」が
追

加
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、こ
れ
ま
で
以
上
に
、市
町
村
社

協
や
社
会
福
祉
法
人
・
社
会
福
祉
施
設
等
福
祉
関
係
機

関
の
被
災
地
で
の
役
割
は
大
き
く
な
る
。

そ
の
た
め
、社
協
・
行
政
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
三
者
連
携
に
と

ど
ま
る
こ
と
な
く
、社
会
福
祉
法
人
・
社
会
福
祉
施
設

等
す
べ
て
の
福
祉
関
係
者
や
企
業
等
も
含
め
て
、日
頃

か
ら
顔
の
見
え
る
関
係
を
構
築
す
る
と
と
も
に
被
災
地

支
援
の
経
験
を
活
か
し
、広
域
的
な
災
害
福
祉
支
援
活

動
に
必
要
な
知
識
や
技
能
の
充
実
を
図
る
。

ま
た
、こ
れ
ら
を
実
践
す
る
た
め
の
市
町
村
社
協
や

社
会
福
祉
施
設
に
お
け
る
事
業
継
続
計
画（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）

の
策
定
を
支
援
し
、災
害
に
強
い
組
織
体
制
の
構
築
を

図
る
。

活
力
あ
ふ
れ
る
長
寿
社
会
の
実
現
に
向
け
、高
齢
者

の
生
き
が
い
や
健
康
づ
く
り
の
推
進
及
び
、地
域
社
会

活
動
へ
の
参
加
促
進
を
図
る
た
め
、あ
い
ち
シ
ル
バ
ー
カ

レ
ッ
ジ
を
開
催
し
、高
齢
者
の
学
習
意
欲
の
助
長
、仲
間

づ
く
り
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
促
進
を
図
る
と
と

も
に
、各
種
社
会
参
加
活
動
の
中
核
と
な
る
人
材
養
成
、

地
域
に
お
け
る
多
世
代
交
流
の
支
援
に
努
め
る
。

併
せ
て
、全
国
健
康
福
祉
祭
へ
の
選
手
団
派
遣
を
継
続

的
に
実
施
す
る
。

ま
た
、障
害
の
あ
る
人
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
、そ

の
楽
し
さ
を
体
験
す
る
と
と
も
に
、県
民
の
障
害
に

対
す
る
理
解
を
深
め
、障
害
者
の
社
会
参
加
の
推
進

を
図
る
た
め
、県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
の
開
催

や
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
の
選
手
団
派
遣

を
継
続
的
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、障
害
者
が
身
近

な
場
所
で
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
情
報
の
提
供
に
努
め
る
。

併
せ
て
、持
続
可
能
な
大
会
と
す
る
た
め
に
、障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
を
支
え
る
人
材（
指
導
者
、審
判
員

等
）の
発
掘
、養
成
、確
保
を
図
る
。

さ
ら
に
、「
愛
知
・
名
古
屋
２
０
２
６
ア
ジ
ア
パ
ラ

競
技
大
会
」や
、「
２
０
２
５
東
京
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ

ク
」の
開
催
な
ど
、広
く
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関

心
の
高
ま
り
を
受
け
、ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
に
よ
る

講
演
や
体
験
会
を
実
施
す
る
ほ
か
、種
目
別
ス
ポ
ー

ツ
大
会
を
開
催
す
る
こ
と
で
、障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の

裾
野
拡
大
を
図
る
。

地
域
福
祉
を
推
進
す
る
中
核
的
な
組
織
と
し

て
、信
頼
さ
れ
る
法
人
組
織
の
運
営
・
持
続
可
能
な

組
織
づ
く
り
を
図
る
た
め
、内
部
管
理
体
制
の
基

本
方
針
に
沿
っ
た
法
人
組
織
の
一
層
の
強
化
や
市

町
村
社
協
と
の
さ
ら
な
る
連
携
強
化
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、中
長
期
的
な
職
員
研
修
計
画
に
よ
り

職
責
に
応
じ
た
人
材
育
成
を
計
画
的
に
進
め
る
。

ま
た
、〝
愛
知
か
ら
福
祉
の
輝
き
〞を
広
く
社
会

に
発
信
す
る
た
め
、広
報
媒
体
の
特
性
を
生
か
し

た
効
果
的
・
戦
略
的
な
情
報
発
信
を
行
う
こ
と
で
、

広
報
機
能
の
充
実
・
強
化
を
図
る
。

併
せ
て
、安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
及
び

現
行
シ
ス
テ
ム
の
運
用
の
見
直
し
等
に
よ
り
業
務

の
効
率
化
を
図
る
と
も
に
、働
き
方
・
休
み
方
の
改

善
を
継
続
的
に
実
施
し
、職
員
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
の
推
進
を
図
る
。

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
や
介
護
保
険
制
度
に
お

け
る
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
、さ
ら
に
は
地
域
共
生

社
会
の
実
現
に
向
け
た
社
会
福
祉
法
改
正
に
よ
り
重
層

的
支
援
体
制
整
備
事
業
が
創
設
さ
れ
る
な
ど
地
域
福
祉

へ
の
期
待
は
益
々
高
ま
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
、市
町
村
社
協
が
地
域
福
祉
活
動
に
お

け
る
中
核
的
な
役
割
を
担
う
た
め
、専
門
性
を
有
し
た

社
協
職
員
の
養
成
や
事
業
費
の
助
成
、情
報
提
供
を
通

じ
た
支
援
活
動
を
引
き
続
き
展
開
す
る
。

ま
た
、地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
と
っ
て
不
可
欠
な

「
共
に
生
き
る
」と
い
う
共
生
文
化
を
醸
成
し
て
い
く
た

め
、市
町
村
社
協
と
連
携
し
、協
議
体
と
し
て
の
機
能
や

総
合
力
な
ど
の
強
み
を
活
か
し
な
が
ら
、多
様
な
関
係

者
と
の
協
働
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
及
び

福
祉
教
育
を
推
進
す
る
。

さ
ら
に
、日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
を
通
じ
た
要
援

護
者
へ
の
支
援
や
地
域
住
民
の
最
も
身
近
な
相
談
相
手

で
あ
る
民
生
委
員･

児
童
委
員
活
動
を
支
援
す
る
と
と

も
に
子
ど
も
の
居
場
所
と
な
る
子
ど
も
食
堂
・
学
習
支

援
の
場
が
拡
充
さ
れ
る
よ
う
関
係
諸
団
体
・
機
関
と
連

携
を
強
化
す
る
。

併
せ
て
、生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
の
実
施
主
体

と
の
連
携
や
支
援
に
関
す
る
情
報
共
有
を
よ
り
深
め
、

借
り
や
す
い
制
度
運
営
を
基
本
と
し
た
セ
ー
フ
テ
ィ

収入
合計

4,781,555
（単位：千円）

会費収入 83,539（1.7%）
経常経費補助金収入 305,357（6.4%）

助成金収入 6,237（0.1%）
受託金収入 236,284（5.0%）
貸付事業等収入
157,776（3.3%）

前期末支払資金残高
（運転資金）
41,892（0.9%）

その他の活動による収入
1,994,635（40.7%）

その他の収入
25,649（0.5%）

受取利息配当金収入 
17,821（0.4%）

分担金収入 1,495（0.0%）

負担金収入
88,023（1.8%）

事業収入
323,882（6.8%）

寄附金収入 4,500（0.1%）

前期末支払資金残高
（貸付原資）
1,544,465（32.3%）

支出
合計

4,781,555
（単位：千円）

人件費
534,018（11.2%）

その他の
活動による支出
290,118
（6.1%）

予備費支出
1,000
（0.0%）

当期末支払資金残高
（運転資金）
38,489（0.8%）

負担金支出
67,775（1.4%）

その他の支出
1（0.0%）

施設整備
等による支出 
7,615（0.2%）

事業費支出
1,625,493
（34.0%）

事務費支出
59,674（1.2%）

助成金支出
18,884（0.4%）

貸付事業等支出
159,321（3.3%）

当期末支払資金残高
（貸付原資）
1,979,167（41.4%）

収入
合計

3,783,333,607
（単位：円）

経常経費補助金収入
285,056,745（7.5%）
助成金収入
17,042,717（0.5%）
受託金収入
237,022,913（6.3%）

事業収入
319,417,853（8.4%）

前期末支払資金残高
（貸付原資）
1,301,876,468（34.4%）

その他の収入
42,283,058（1.1%）

その他の活動による収入
1,271,320,997
（33.6%）

受取利息配当金収入
17,713,154（0.5%）

貸付事業等収入
75,228,000（2.0%）

負担金収入
93,649,823（2.5%）
分担金収入
1,495,000（0.0%）

寄附金収入
1,936,000（0.1%）

会費収入
80,321,500
（2.1%）

前期末支払資金残高
（運転資金）
38,969,379（1.0%）

人件費
529,613,406（14.0%）

その他の活動による支出
148,896,131
（3.9%）

負担金支出
64,323,688（1.7%）

施設整備等による支出
8,158,128（0.2%）

事業費支出
1,190,886,563（31.5%）

事務費支出
72,900,266（1.9%）
貸付事業等支出
28,000,000（0.8%）
助成金支出
18,160,985（0.5%）

支出
合計

3,783,333,607
（単位：円）

当期末支払資金残高
（貸付原資）
1,672,744,131
（44.2%）

当期末支払資金残高
（運転資金）
49,650,309
（1.3%）
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①
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
・
お
寺
お
や
つ
の
縁

常
設
型
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
で
は
、地
域
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
余
剰
食
品
を
お
寺
に
集
め
、

社
協
の
福
祉
総
合
相
談
窓
口
を
通
じ
て
生

活
困
窮
世
帯
へ
提
供
。ま
た
、供
物
や〝
お
さ

が
り
〞の
お
菓
子
に
つ
い
て
も
、社
協
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
通
じ
て
子
育
て
支
援
団

体
に
届
け
る
こ
と
で
、支
援
者
を
支
援
す
る

仕
組
み
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

②
お
寺
を
会
場
と
し
た
福
祉
的
活
動
の
展
開

お
寺
の
空
間
は
、認
知
症
カ
フ
ェ
や
絵
本

セ
ラ
ピ
ー
、親
子
交
流
な
ど
、心
の
ケ
ア
を
支

え
る
拠
点
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

あ
る
お
寺
で
は
、コ
ロ
ナ
禍
緊
急
事
態
宣
言

下
で
休
校
中
の
子
ど
も
た
ち
を
預
か
る
な

ど
、規
制
の
な
い
自
由
度
を
活
か
し
た
柔
軟

な
対
応
が
な
さ
れ
ま
し
た
。公
共
施
設
と
は

異
な
る
、温
か
く
包
容
力
あ
る
空
間
が
、

人
々
の
交
流
と
孤
立
予
防
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。社
協
は
活
動
の
中
で
地
域
の
ニ
ー
ズ

を
把
握
し
、お
寺
へ
つ
な
い
で
い
ま
す
。

③
僧
侶
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
と
社
協
の
連
携

お
寺
が
、主
に
檀
家
な
ど
の
地
域
住
民
と

日
常
的
に
深
い
関
わ
り
を
持
つ
特
性
か
ら
、

僧
侶
の「
気
づ
き
」を
起
点
に
社
協
へ
つ
な
が

る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。例
え
ば「
8
0
5
0

問
題
」や
長
期
の
ひ
き
こ
も
り
、居
住
環
境

課
題
な
ど
、制
度
の
狭
間
に
あ
る
ニ
ー
ズ
に

も
ア
プ
ロ
ー
チ
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。僧

侶
か
ら
は『
社
協
が
関
わ
る
こ
と
で
安
心
し

て
支
援
で
き
る
』『
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
と
し
て
最

強
の
リ
ソ
ー
ス
を
持
つ
の
が
お
寺
』と
の
声

も
聞
か
れ
て
い
ま
す
。

④
参
加
支
援
の
実
践

引
き
こ
も
り
が
ち
な
か
た
が
、す
ぐ
に
就
労

す
る
の
で
は
な
く
、ま
ず
は
お
寺
で
の
草
む
し

り
や
清
掃
活
動
に
参
加
し
、少
し
ず
つ
人
と
つ

な
が
る
力
を
取
り
戻
し
て
い
く
。そ
う
し
た

「
参
加
支
援
」の
実
践
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。福
仙
寺
の
お
庫
裡
さ
ん
は『
少
し
ず
つ
信

頼
関
係
が
作
れ
る
よ
う
、様
子
を
見
て
声
掛
け

し
て
い
ま
す
。』と
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

⑤
地
域
づ
く
り
の
協
働
基
盤

取
り
組
み
毎
に
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が

あ
り
、社
協
や
お
寺
、住
民
、団
体
、企
業
な

ど
が
座
談
会
形
式
で
情
報
共
有
し
、見
守
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
も
機
能
す
る
協
働
基

盤
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
れ
ら
を
総
括

す
る
広
域
的
座
談
会
で
は
、市
内
外
の
若
手

僧
侶
や
関
係
者
が
集
い
、S
C
や
関
係
機
関

と
の
意
見
交
換
を
通
じ
て
新
た
な
ア
イ
デ
ア

や
活
動
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

◆
社
協
の
役
割

社
協
は
、関
係
者
の
主
体
性
や
ア
イ
デ
ア
を

引
き
出
し
、人
・
場
・
情
報
等
を
つ
な
ぐ〝
伴
走

者
〞と
し
て
機
能
し
て
い
ま
す
。地
域
づ
く
り
の

経
験
や
福
祉
教
育
の
専
門
性
を
活
か
し
な
が

ら
、持
続
的
・
発
展
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成

と
、互
助
を
基
本
と
す
る
住
民
主
体
の
活
動
創

出
や
組
織
化
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

◆
今
後
の
展
望

お
寺
は
、歴
史
的
に
も
文
化
的
に
も
地
域

と
共
に
あ
り
続
け
た
存
在
で
あ
り
、現
代
の

「
地
域
共
生
社
会
」の
理
念
を
先
取
り
し
て

い
た
側
面
が
あ
り
ま
す
。よ
り
多
様
な
課
題

へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
中
、今
後
は
宗
派

を
超
え
、お
寺
同
士
を
社
協
が
つ
な
ぎ
、地

域
と
の
結
び
つ
き
を
強
め
る
こ
と
で
、時
代

の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
そ
の
機
能
を
進
化
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。重
層

的
支
援
体
制
整
備
事
業
は
現
在
任
意
事
業

で
す
が
、今
後
必
要
不
可
欠
と
な
る
取
り
組

み
で
す
。『
お
寺
は
古
い
が
新
し
い
』と
い
う

発
想
で
、求
め
ら
れ
る
取
り
組
み
を
共
に

実
践
し
、市
内
外
へ
と
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

広
げ
て
い
ま
す
。

『
お
寺
に
音
楽
が
響
く
と
、心
が
ほ
ぐ
れ
、

気
持
ち
が
や
さ
し
く
な
る
。』

善
福
寺
住
職
の
こ
の
言
葉
に
は
、お
寺
が

地
域
の〝
縁
側（
テ
ラ
ス
）〞と
し
て
果
た
す

役
割
が
象
徴
さ
れ
て
い
ま
す
。

多
様
な
主
体
の
連
携
を
通
じ
て
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
を
再
構
築
し
、制
度
の
狭
間
に

あ
る
課
題
に
寄
り
添
う「
テ
ラ
ス
稲
沢
」は
、

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
大
切
な

一
歩
で
す
。

◆
地
域
の〝
縁
側
〞と
し
て
の
お
寺
の
可
能
性

稲
沢
市
は
名
古
屋
市
の
北
西
に
位
置

す
る
人
口
約
13
万
人
の
都
市
で
す
。織
田

信
長
の
生
誕
地
や
国
府
宮
の
は
だ
か
祭
り

な
ど
、歴
史
文
化
も
豊
か
な
一
方
で
、地
域

の
複
合
的
課
題
が
顕
在
化
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。制
度
に
頼
る
だ
け
で
は
な
く
、地
域
に

根
ざ
し
た「
非
制
度
的
支
援
」や「
関
係
性

の
再
構
築
」が
求
め
ら
れ
る
中
、愛
知
県
が

全
国
一
の
寺
院
数
を
誇
る
と
い
う
点
に
着
目

し
、歴
史
的
・
文
化
的
に
地
域
と
深
く
結
び

つ
い
て
き
た「
お
寺
」に
、そ
の
可
能
性
を

見
出
し
て
い
ま
す
。

そ
の
一
例
が
、稲
沢
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
以
下
、社
協
）が
主
導
す
る
、お
寺
と
福
祉

の
新
た
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム「
テ
ラ
ス

稲
沢
」で
す
。社
協
、お
寺
、市
民
団
体
、

住
民
等
が
協
働
す
る
こ
の
取
り
組
み
を
通
じ

て
、重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
に
お
け
る

相
談
支
援
・
参
加
支
援
・
地
域
づ
く
り
に
向

け
た
支
援
の
一
事
例
と
し
て
、そ
の
意
義
と

展
望
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◆「
テ
ラ
ス
稲
沢
」と
は

「
テ
ラ
ス
稲
沢
」と
は
、社
協
と
お
寺
を
中

心
に
、誰
も
が
関
わ
れ
る
開
か
れ
た
地
域
福

祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。支
援
す
る
・
さ
れ
る

と
い
う
垣
根
の
な
い
、「
地
域
福
祉
の
基
盤

と
し
て
の
緩
や
か
な
繋
が
り
」の
構
築
を
目

的
と
し
て
お
り
、制
度
の
狭
間
に
あ
る
人
々

と
の
自
然
な
接
点
を
生
み
出
し
、必
要
な
支

援
の〝
入
り
口
〞と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。

◆
音
楽
会
か
ら
広
が
っ
た〝
地
域
づ
く
り
〞

の
実
践

地
域
の
つ
な
が
り
を
生
む
場
づ
く
り
の
象

徴
的
な
取
り
組
み
が
、お
寺
を
会
場
と
し
た

音
楽
イ
ベ
ン
ト
で
す
。長
光
寺
で
始
ま
っ
た

「
か
が
り
火
音
楽
会
」は
、和
太
鼓
や
ジ
ャ

ズ
の
演
奏
が
境
内
に
響
き
、世
代
や
立
場
を

超
え
た
人
々
が
自
然
に
集
い
ま
し
た
。

こ
の
活
動
を
起
点
に
、市
民
団
体「
稲
沢

の
お
寺
に
音
楽
を
広
め
る
会
」の
代
表
が
社

協
の
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー（
以

下
、S
C
）と
連
携
し
、「
善
福
寺
み
ち
く
さ

音
楽
会
」、「
福
仙
寺
ナ
マ
ス
テ
音
楽
会
」、

「
通
順
寺
そ
よ
か
ぜ
音
楽
会
」へ
と
取
り
組

み
を
広
げ
て
い
き
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
イ
ベ

ン
ト
は
住
民
に
よ
る
実
行
委
員
会
形
式
で

運
営
さ
れ
、S
C
を
交
え
た
座
談
会
を
通
じ

て
地
域
の
情
報
や
課
題
が
自
然
に
共
有
さ

れ
、地
域
づ
く
り
の
芽
を
育
ん
で
い
ま
す
。

◆
地
域
福
祉
へ
の
波
及
効
果
と
、重
層
的

支
援
体
制
整
備
事
業
へ
の
接
続

「
テ
ラ
ス
稲
沢
」で
は
複
数
の
お
寺
と
連

携
し
た
取
り
組
み
が
あ
り
、相
談
支
援
・
参

加
支
援
・
地
域
づ
く
り
に
向
け
た
支
援
の
拠

点
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
こ
で
は
そ
の
一
例
を

紹
介
し
ま
す
。

特集
お
寺×

社
協
で
奏
で
る
重
層
最
前
線
！

　〜
音
色
と
共
に
広
が
る
地
域
福
祉
の
輪「
テ
ラ
ス
稲
沢
」の
実
践
〜

稲
沢
市
社
会
福
祉
協
議
会 

鷲
見  

亘

■「通順寺そよかぜ音楽会」でドラムを演奏する住職

■「福仙寺ナマステ防災キャンプ」で防災ボランティアと連携

■「善福寺フードドライブ」の様子

■「テラス稲沢」お寺で座談会の様子
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①
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
・
お
寺
お
や
つ
の
縁

常
設
型
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
で
は
、地
域
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
余
剰
食
品
を
お
寺
に
集
め
、

社
協
の
福
祉
総
合
相
談
窓
口
を
通
じ
て
生

活
困
窮
世
帯
へ
提
供
。ま
た
、供
物
や〝
お
さ

が
り
〞の
お
菓
子
に
つ
い
て
も
、社
協
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
通
じ
て
子
育
て
支
援
団

体
に
届
け
る
こ
と
で
、支
援
者
を
支
援
す
る

仕
組
み
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

②
お
寺
を
会
場
と
し
た
福
祉
的
活
動
の
展
開

お
寺
の
空
間
は
、認
知
症
カ
フ
ェ
や
絵
本

セ
ラ
ピ
ー
、親
子
交
流
な
ど
、心
の
ケ
ア
を
支

え
る
拠
点
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

あ
る
お
寺
で
は
、コ
ロ
ナ
禍
緊
急
事
態
宣
言

下
で
休
校
中
の
子
ど
も
た
ち
を
預
か
る
な

ど
、規
制
の
な
い
自
由
度
を
活
か
し
た
柔
軟

な
対
応
が
な
さ
れ
ま
し
た
。公
共
施
設
と
は

異
な
る
、温
か
く
包
容
力
あ
る
空
間
が
、

人
々
の
交
流
と
孤
立
予
防
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。社
協
は
活
動
の
中
で
地
域
の
ニ
ー
ズ

を
把
握
し
、お
寺
へ
つ
な
い
で
い
ま
す
。

③
僧
侶
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
と
社
協
の
連
携

お
寺
が
、主
に
檀
家
な
ど
の
地
域
住
民
と

日
常
的
に
深
い
関
わ
り
を
持
つ
特
性
か
ら
、

僧
侶
の「
気
づ
き
」を
起
点
に
社
協
へ
つ
な
が

る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。例
え
ば「
8
0
5
0

問
題
」や
長
期
の
ひ
き
こ
も
り
、居
住
環
境

課
題
な
ど
、制
度
の
狭
間
に
あ
る
ニ
ー
ズ
に

も
ア
プ
ロ
ー
チ
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。僧

侶
か
ら
は『
社
協
が
関
わ
る
こ
と
で
安
心
し

て
支
援
で
き
る
』『
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
と
し
て
最

強
の
リ
ソ
ー
ス
を
持
つ
の
が
お
寺
』と
の
声

も
聞
か
れ
て
い
ま
す
。

④
参
加
支
援
の
実
践

引
き
こ
も
り
が
ち
な
か
た
が
、す
ぐ
に
就
労

す
る
の
で
は
な
く
、ま
ず
は
お
寺
で
の
草
む
し

り
や
清
掃
活
動
に
参
加
し
、少
し
ず
つ
人
と
つ

な
が
る
力
を
取
り
戻
し
て
い
く
。そ
う
し
た

「
参
加
支
援
」の
実
践
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。福
仙
寺
の
お
庫
裡
さ
ん
は『
少
し
ず
つ
信

頼
関
係
が
作
れ
る
よ
う
、様
子
を
見
て
声
掛
け

し
て
い
ま
す
。』と
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

⑤
地
域
づ
く
り
の
協
働
基
盤

取
り
組
み
毎
に
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が

あ
り
、社
協
や
お
寺
、住
民
、団
体
、企
業
な

ど
が
座
談
会
形
式
で
情
報
共
有
し
、見
守
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
も
機
能
す
る
協
働
基

盤
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
れ
ら
を
総
括

す
る
広
域
的
座
談
会
で
は
、市
内
外
の
若
手

僧
侶
や
関
係
者
が
集
い
、S
C
や
関
係
機
関

と
の
意
見
交
換
を
通
じ
て
新
た
な
ア
イ
デ
ア

や
活
動
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

◆
社
協
の
役
割

社
協
は
、関
係
者
の
主
体
性
や
ア
イ
デ
ア
を

引
き
出
し
、人
・
場
・
情
報
等
を
つ
な
ぐ〝
伴
走

者
〞と
し
て
機
能
し
て
い
ま
す
。地
域
づ
く
り
の

経
験
や
福
祉
教
育
の
専
門
性
を
活
か
し
な
が

ら
、持
続
的
・
発
展
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成

と
、互
助
を
基
本
と
す
る
住
民
主
体
の
活
動
創

出
や
組
織
化
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

◆
今
後
の
展
望

お
寺
は
、歴
史
的
に
も
文
化
的
に
も
地
域

と
共
に
あ
り
続
け
た
存
在
で
あ
り
、現
代
の

「
地
域
共
生
社
会
」の
理
念
を
先
取
り
し
て

い
た
側
面
が
あ
り
ま
す
。よ
り
多
様
な
課
題

へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
中
、今
後
は
宗
派

を
超
え
、お
寺
同
士
を
社
協
が
つ
な
ぎ
、地

域
と
の
結
び
つ
き
を
強
め
る
こ
と
で
、時
代

の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
そ
の
機
能
を
進
化
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。重
層

的
支
援
体
制
整
備
事
業
は
現
在
任
意
事
業

で
す
が
、今
後
必
要
不
可
欠
と
な
る
取
り
組

み
で
す
。『
お
寺
は
古
い
が
新
し
い
』と
い
う

発
想
で
、求
め
ら
れ
る
取
り
組
み
を
共
に

実
践
し
、市
内
外
へ
と
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

広
げ
て
い
ま
す
。

『
お
寺
に
音
楽
が
響
く
と
、心
が
ほ
ぐ
れ
、

気
持
ち
が
や
さ
し
く
な
る
。』

善
福
寺
住
職
の
こ
の
言
葉
に
は
、お
寺
が

地
域
の〝
縁
側（
テ
ラ
ス
）〞と
し
て
果
た
す

役
割
が
象
徴
さ
れ
て
い
ま
す
。

多
様
な
主
体
の
連
携
を
通
じ
て
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
を
再
構
築
し
、制
度
の
狭
間
に

あ
る
課
題
に
寄
り
添
う「
テ
ラ
ス
稲
沢
」は
、

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
大
切
な

一
歩
で
す
。

◆
地
域
の〝
縁
側
〞と
し
て
の
お
寺
の
可
能
性

稲
沢
市
は
名
古
屋
市
の
北
西
に
位
置

す
る
人
口
約
13
万
人
の
都
市
で
す
。織
田

信
長
の
生
誕
地
や
国
府
宮
の
は
だ
か
祭
り

な
ど
、歴
史
文
化
も
豊
か
な
一
方
で
、地
域

の
複
合
的
課
題
が
顕
在
化
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。制
度
に
頼
る
だ
け
で
は
な
く
、地
域
に

根
ざ
し
た「
非
制
度
的
支
援
」や「
関
係
性

の
再
構
築
」が
求
め
ら
れ
る
中
、愛
知
県
が

全
国
一
の
寺
院
数
を
誇
る
と
い
う
点
に
着
目

し
、歴
史
的
・
文
化
的
に
地
域
と
深
く
結
び

つ
い
て
き
た「
お
寺
」に
、そ
の
可
能
性
を

見
出
し
て
い
ま
す
。

そ
の
一
例
が
、稲
沢
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
以
下
、社
協
）が
主
導
す
る
、お
寺
と
福
祉

の
新
た
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム「
テ
ラ
ス

稲
沢
」で
す
。社
協
、お
寺
、市
民
団
体
、

住
民
等
が
協
働
す
る
こ
の
取
り
組
み
を
通
じ

て
、重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
に
お
け
る

相
談
支
援
・
参
加
支
援
・
地
域
づ
く
り
に
向

け
た
支
援
の
一
事
例
と
し
て
、そ
の
意
義
と

展
望
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◆「
テ
ラ
ス
稲
沢
」と
は

「
テ
ラ
ス
稲
沢
」と
は
、社
協
と
お
寺
を
中

心
に
、誰
も
が
関
わ
れ
る
開
か
れ
た
地
域
福

祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。支
援
す
る
・
さ
れ
る

と
い
う
垣
根
の
な
い
、「
地
域
福
祉
の
基
盤

と
し
て
の
緩
や
か
な
繋
が
り
」の
構
築
を
目

的
と
し
て
お
り
、制
度
の
狭
間
に
あ
る
人
々

と
の
自
然
な
接
点
を
生
み
出
し
、必
要
な
支

援
の〝
入
り
口
〞と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。

◆
音
楽
会
か
ら
広
が
っ
た〝
地
域
づ
く
り
〞

の
実
践

地
域
の
つ
な
が
り
を
生
む
場
づ
く
り
の
象

徴
的
な
取
り
組
み
が
、お
寺
を
会
場
と
し
た

音
楽
イ
ベ
ン
ト
で
す
。長
光
寺
で
始
ま
っ
た

「
か
が
り
火
音
楽
会
」は
、和
太
鼓
や
ジ
ャ

ズ
の
演
奏
が
境
内
に
響
き
、世
代
や
立
場
を

超
え
た
人
々
が
自
然
に
集
い
ま
し
た
。

こ
の
活
動
を
起
点
に
、市
民
団
体「
稲
沢

の
お
寺
に
音
楽
を
広
め
る
会
」の
代
表
が
社

協
の
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー（
以

下
、S
C
）と
連
携
し
、「
善
福
寺
み
ち
く
さ

音
楽
会
」、「
福
仙
寺
ナ
マ
ス
テ
音
楽
会
」、

「
通
順
寺
そ
よ
か
ぜ
音
楽
会
」へ
と
取
り
組

み
を
広
げ
て
い
き
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
イ
ベ

ン
ト
は
住
民
に
よ
る
実
行
委
員
会
形
式
で

運
営
さ
れ
、S
C
を
交
え
た
座
談
会
を
通
じ

て
地
域
の
情
報
や
課
題
が
自
然
に
共
有
さ

れ
、地
域
づ
く
り
の
芽
を
育
ん
で
い
ま
す
。

◆
地
域
福
祉
へ
の
波
及
効
果
と
、重
層
的

支
援
体
制
整
備
事
業
へ
の
接
続

「
テ
ラ
ス
稲
沢
」で
は
複
数
の
お
寺
と
連

携
し
た
取
り
組
み
が
あ
り
、相
談
支
援
・
参

加
支
援
・
地
域
づ
く
り
に
向
け
た
支
援
の
拠

点
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
こ
で
は
そ
の
一
例
を

紹
介
し
ま
す
。

特集
お
寺×

社
協
で
奏
で
る
重
層
最
前
線
！

　〜
音
色
と
共
に
広
が
る
地
域
福
祉
の
輪「
テ
ラ
ス
稲
沢
」の
実
践
〜

稲
沢
市
社
会
福
祉
協
議
会 

鷲
見  

亘

■「通順寺そよかぜ音楽会」でドラムを演奏する住職

■「福仙寺ナマステ防災キャンプ」で防災ボランティアと連携

■「善福寺フードドライブ」の様子

■「テラス稲沢」お寺で座談会の様子



0809

あいちのふくし
ふれあいネットワーク

2025.08  no.512

08

東
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、年
齢
や

障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、誰
も
が
楽

し
め
る
ス
ポ
ー
ツ「
ボ
ッ
チ
ャ
」を
通
じ
て
、

地
域
の
つ
な
が
り
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。令
和
６
年
度
か
ら
は
、町
内
の
５
人

以
上
の
団
体
を
対
象
に
、ボ
ッ
チ
ャ
を
体
験

で
き
る「
出
前
講
座
」を
始
め
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
、い
き
い
き
サ
ロ
ン
や
老
人

ク
ラ
ブ
、民
生
委
員
の
集
ま
り
、障
が
い
福

祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
な
ど
か
ら
申
し
込
み
が

あ
り
、町
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
で
ボ
ッ
チ
ャ
の

輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。出
前
講
座
で
は
、

社
協
職
員
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
ボ
ッ
チ
ャ

一
式
を
持
参
し
、ル
ー
ル
説
明
か
ら
体
験

ま
で
を
丁
寧
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

参
加
者
は
ボ
ー
ル
の
行
方
に
集
中
し
、時
に

は
歓
声
が
上
が
る
な
ど
、に
ぎ
や
か
で
笑
顔

あ
ふ
れ
る
ひ
と
と
き
と
な
っ
て
い
ま
す
。

参
加
者
か
ら
は「
初
め
て
で
も
楽
し
く
で
き

た
」「
つ
い
夢
中
に
な
っ
た
」と
い
っ
た
声
も

聞
か
れ
ま
し
た
。

令
和
７
年
１
月
に
は
、町
内
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
っ
て「
T
O
G
O
ボ
ッ
チ
ャ
協
力

隊
」が
発
足
し
ま
し
た
。緑
の
ビ
ブ
ス
を
着

用
し
た
協
力
隊
は
、出
前
講
座
に
も
積
極
的

に
参
加
し
、声
か
け
や
補
助
を
行
う
姿
が
、

安
心
感
や
一
体
感
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
同
年
２
月
に
は
町
民
向
け
の

「
ふ
れ
あ
い
ボ
ッ
チ
ャ
大
会
」も
開
催
さ
れ
、

定
員
を
上
回
る
申
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

大
会
に
は
、幅
広
い
世
代
が
参
加
し
、応
援

に
も
熱
が
こ
も
る
な
ど
、会
場
全
体
が
温
か

な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

出
前
講
座
は
、東
郷
町
独
自
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ル
を
取
り
入
れ
、誰
で
も
わ

か
り
や
す
く
、す
ぐ
に
楽
し
め
る
よ
う
工
夫

さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、地
域
の
方
た
ち

が
互
い
に
声
を
か
け
合
い
、笑
い
合
う
中
で
、

自
然
と
交
流
の
輪
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

東
郷
町
社
協
で
は
ボ
ッ
チ
ャ
の
用
具
の

貸
し
出
し
も
行
っ
て
お
り
、町
内
で
ボ
ッ
チ
ャ

を
取
り
入
れ
る
動
き
が
広
が
る
な
か
、身
近

な
集
ま
り
の
中
で
は
笑
顔
や
ふ
れ
あ
い
の
場

が
少
し
ず
つ
育
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、ボ
ッ
チ
ャ
を
き
っ
か
け
に

「
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
」を
大
切
に

し
な
が
ら
、地
域
共
生
社
会
に
向
け
た
歩
み

を
続
け
て
い
き
ま
す
。

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
コ
ス
モ
ス

は
、就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
・
生
活
介
護

事
業
を
行
っ
て
お
り
、コ
ス
モ
ス
福
祉
会
の

中
で
最
初
に
で
き
た
事
業
所
で
す
。

コ
ス
モ
ス
の
原
点
は
、バ
ザ
ー
・
廃
品

回
収
・
募
金
活
動
等
で
得
た
資
金
に
よ
っ
て

１
９
８
４
年
に
立
ち
上
が
っ
た「
一
宮
明
日

香
共
同
作
業
所
」で
す
。そ
の
５
年
後
、１
９

８
９
年
に
法
人
を
設
立
し
、翌
１
９
９
０
年

に
法
人
初
め
て
の
就
労
施
設
で
あ
る
コ
ス
モ

ス（
身
体
障
害
者
通
所
授
産
施
設

：

当
時
）

が
開
所
さ
れ
ま
し
た
。当
初
か
ら
、リ
サ
イ
ク

ル
を
基
本
と
し
た
事
業
展
開
を
進
め
て

お
り
、現
在
も
作
業
内
容
別
に
５
つ
の
作
業

班
に
分
か
れ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
、一
つ
目
が
電
線
班
で
、銅
の
リ
サ
イ

ク
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。主
に
電
気
工
事
店

か
ら
回
収
し
て
き
た
廃
電
線
を
選
別
し
、

ビ
ニ
ー
ル
を
剥
が
し
て
銅
線
を
取
り
出
し

ま
す
。取
り
出
さ
れ
た
銅
は
、電
線
等
の

材
料
と
し
て
再
利
用
さ
れ
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、給
湯
器
を
細
か
く
解
体
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
パ
ー
ツ
を
金
属
の
種
類
ご
と
に

分
け
て
出
荷
す
る
作
業
も
行
っ
て
い
ま
す
。

二
つ
目
は
リ
サ
イ
ク
ル
班
で
、空
き
缶
・

空
き
瓶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
選
別
を
行
っ
て

い
ま
す
。飲
料
メ
ー
カ
ー
の
営
業
所
か
ら
、

大
型
ト
ラ
ッ
ク
で
集
荷
し
、施
設
内
で
選
別

後
、プ
レ
ス
機
で
圧
縮
し
、資
源
業
者
に

納
入
し
ま
す
。ま
た
、産
業
廃
棄
物
の
収
集

運
搬
業
・
中
間
処
理
業
の
許
可
も
取
得
し
ま

し
た
。

三
つ
目
が
軍
手
班
で
す
。

軍
手
班
で
は
、地
元
の
繊
維

工
場
か
ら
廃
棄
さ
れ
る

残
糸
を
再
利
用
し
、リ
サ
イ

ク
ル
商
品
と
し
て
様
々
な

色
が
混
在
し
た
軍
手
を

主
力
に
製
造
し
て
い
ま
す
。

四
つ
目
は
、千
秋
セ
ン
タ
ー
班
で
す
。こ
こ

で
は
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
回
収
・
圧
縮
・
粉
砕

を
行
っ
て
い
ま
す
。ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
リ
サ
イ
ク

ル
は
、近
年
の「
ボ
ト
ル
t
o
ボ
ト
ル
」に

よ
っ
て
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
五
つ
目
は
、Ｐ
Ｓ
セ
ン
タ
ー
班

で
す
。主
に
ス
ー
パ
ー
等
が
流
通
時
に
使
う

発
泡
容
器
や
、
店
頭
回
収
さ
れ
る
食
品

ト
レ
ー
等
の
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
を
集
め
、

色
の
選
別
を
し
た
後
、粉
砕
後
に
加
熱
し
て

ブ
ロ
ッ
ク
状
や
ペ
レ
ッ
ト
状
に
し
て
再
生

業
者
に
引
き
渡
し
ま
す
。

ま
た
、そ
の
他
に
資
源
回
収
拠
点
の
運
営

（
一
宮
市
よ
り
管
理
委
託
）を
行
っ
て
い

ま
す
。

コ
ス
モ
ス
で
は
、創
設
時
か
ら
、リ
サ
イ
ク

ル
活
動
に
こ
だ
わ
っ
て
事
業
を
進
め
て
き
ま

し
た
。今
で
こ
そ
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
理
念
が
世
間

一
般
に
も
広
ま
り
、リ
サ
イ
ク
ル
事
業
は

注
目
産
業
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、コ
ス

モ
ス
で
は
４０
年
も
前
か
ら
こ
の
地
道
な
作
業

に
取
り
組
み
、長
年
に
渡
り
高
い
月
額
平
均

工
賃
を
維
持
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、障
害
を
持
っ
た
方
々
が
、

仕
事
を
通
し
て
働
く
こ
と
の
喜
び
や
生
き

が
い
、や
り
が
い
を
感
じ
な
が
ら
、各
々
の

社
会
参
加
や
経
済
的
自
立
が
で
き
る
こ
と
を

目
指
し
て
活
動
を
し
て
い
き
ま
す
。

　▲ふれあいボッチャ大会の様子

　▲サロンでの出前講座の様子

ボ
ッ
チ
ャ
で
広
が
る
地
域
の
輪

　 ―

誰
も
が
参
加
で
き
る〝
つ
な
が
り
〞の
き
っ
か
け
に―

東
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会

　▲TOGOボッチャ協力隊のみなさん

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所 

コ
ス
モ
ス

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
か
ら
暮
ら
し
を
紡
ぐ

施
設

紹
介

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
　
森
　
由
美
子

コスモスの外観

PSセンター班作業の様子

軍手作業の様子
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東
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、年
齢
や

障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、誰
も
が
楽

し
め
る
ス
ポ
ー
ツ「
ボ
ッ
チ
ャ
」を
通
じ
て
、

地
域
の
つ
な
が
り
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。令
和
６
年
度
か
ら
は
、町
内
の
５
人

以
上
の
団
体
を
対
象
に
、ボ
ッ
チ
ャ
を
体
験

で
き
る「
出
前
講
座
」を
始
め
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
、い
き
い
き
サ
ロ
ン
や
老
人

ク
ラ
ブ
、民
生
委
員
の
集
ま
り
、障
が
い
福

祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
な
ど
か
ら
申
し
込
み
が

あ
り
、町
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
で
ボ
ッ
チ
ャ
の

輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。出
前
講
座
で
は
、

社
協
職
員
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
ボ
ッ
チ
ャ

一
式
を
持
参
し
、ル
ー
ル
説
明
か
ら
体
験

ま
で
を
丁
寧
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

参
加
者
は
ボ
ー
ル
の
行
方
に
集
中
し
、時
に

は
歓
声
が
上
が
る
な
ど
、に
ぎ
や
か
で
笑
顔

あ
ふ
れ
る
ひ
と
と
き
と
な
っ
て
い
ま
す
。

参
加
者
か
ら
は「
初
め
て
で
も
楽
し
く
で
き

た
」「
つ
い
夢
中
に
な
っ
た
」と
い
っ
た
声
も

聞
か
れ
ま
し
た
。

令
和
７
年
１
月
に
は
、町
内
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
っ
て「
T
O
G
O
ボ
ッ
チ
ャ
協
力

隊
」が
発
足
し
ま
し
た
。緑
の
ビ
ブ
ス
を
着

用
し
た
協
力
隊
は
、出
前
講
座
に
も
積
極
的

に
参
加
し
、声
か
け
や
補
助
を
行
う
姿
が
、

安
心
感
や
一
体
感
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
同
年
２
月
に
は
町
民
向
け
の

「
ふ
れ
あ
い
ボ
ッ
チ
ャ
大
会
」も
開
催
さ
れ
、

定
員
を
上
回
る
申
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

大
会
に
は
、幅
広
い
世
代
が
参
加
し
、応
援

に
も
熱
が
こ
も
る
な
ど
、会
場
全
体
が
温
か

な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

出
前
講
座
は
、東
郷
町
独
自
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ル
を
取
り
入
れ
、誰
で
も
わ

か
り
や
す
く
、す
ぐ
に
楽
し
め
る
よ
う
工
夫

さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、地
域
の
方
た
ち

が
互
い
に
声
を
か
け
合
い
、笑
い
合
う
中
で
、

自
然
と
交
流
の
輪
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

東
郷
町
社
協
で
は
ボ
ッ
チ
ャ
の
用
具
の

貸
し
出
し
も
行
っ
て
お
り
、町
内
で
ボ
ッ
チ
ャ

を
取
り
入
れ
る
動
き
が
広
が
る
な
か
、身
近

な
集
ま
り
の
中
で
は
笑
顔
や
ふ
れ
あ
い
の
場

が
少
し
ず
つ
育
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、ボ
ッ
チ
ャ
を
き
っ
か
け
に

「
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
」を
大
切
に

し
な
が
ら
、地
域
共
生
社
会
に
向
け
た
歩
み

を
続
け
て
い
き
ま
す
。

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
コ
ス
モ
ス

は
、就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
・
生
活
介
護

事
業
を
行
っ
て
お
り
、コ
ス
モ
ス
福
祉
会
の

中
で
最
初
に
で
き
た
事
業
所
で
す
。

コ
ス
モ
ス
の
原
点
は
、バ
ザ
ー
・
廃
品

回
収
・
募
金
活
動
等
で
得
た
資
金
に
よ
っ
て

１
９
８
４
年
に
立
ち
上
が
っ
た「
一
宮
明
日

香
共
同
作
業
所
」で
す
。そ
の
５
年
後
、１
９

８
９
年
に
法
人
を
設
立
し
、翌
１
９
９
０
年

に
法
人
初
め
て
の
就
労
施
設
で
あ
る
コ
ス
モ

ス（
身
体
障
害
者
通
所
授
産
施
設

：

当
時
）

が
開
所
さ
れ
ま
し
た
。当
初
か
ら
、リ
サ
イ
ク

ル
を
基
本
と
し
た
事
業
展
開
を
進
め
て

お
り
、現
在
も
作
業
内
容
別
に
５
つ
の
作
業

班
に
分
か
れ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
、一
つ
目
が
電
線
班
で
、銅
の
リ
サ
イ

ク
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。主
に
電
気
工
事
店

か
ら
回
収
し
て
き
た
廃
電
線
を
選
別
し
、

ビ
ニ
ー
ル
を
剥
が
し
て
銅
線
を
取
り
出
し

ま
す
。取
り
出
さ
れ
た
銅
は
、電
線
等
の

材
料
と
し
て
再
利
用
さ
れ
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、給
湯
器
を
細
か
く
解
体
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
パ
ー
ツ
を
金
属
の
種
類
ご
と
に

分
け
て
出
荷
す
る
作
業
も
行
っ
て
い
ま
す
。

二
つ
目
は
リ
サ
イ
ク
ル
班
で
、空
き
缶
・

空
き
瓶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
選
別
を
行
っ
て

い
ま
す
。飲
料
メ
ー
カ
ー
の
営
業
所
か
ら
、

大
型
ト
ラ
ッ
ク
で
集
荷
し
、施
設
内
で
選
別

後
、プ
レ
ス
機
で
圧
縮
し
、資
源
業
者
に

納
入
し
ま
す
。ま
た
、産
業
廃
棄
物
の
収
集

運
搬
業
・
中
間
処
理
業
の
許
可
も
取
得
し
ま

し
た
。

三
つ
目
が
軍
手
班
で
す
。

軍
手
班
で
は
、地
元
の
繊
維

工
場
か
ら
廃
棄
さ
れ
る

残
糸
を
再
利
用
し
、リ
サ
イ

ク
ル
商
品
と
し
て
様
々
な

色
が
混
在
し
た
軍
手
を

主
力
に
製
造
し
て
い
ま
す
。

四
つ
目
は
、千
秋
セ
ン
タ
ー
班
で
す
。こ
こ

で
は
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
回
収
・
圧
縮
・
粉
砕

を
行
っ
て
い
ま
す
。ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
リ
サ
イ
ク

ル
は
、近
年
の「
ボ
ト
ル
t
o
ボ
ト
ル
」に

よ
っ
て
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
五
つ
目
は
、Ｐ
Ｓ
セ
ン
タ
ー
班

で
す
。主
に
ス
ー
パ
ー
等
が
流
通
時
に
使
う

発
泡
容
器
や
、
店
頭
回
収
さ
れ
る
食
品

ト
レ
ー
等
の
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
を
集
め
、

色
の
選
別
を
し
た
後
、粉
砕
後
に
加
熱
し
て

ブ
ロ
ッ
ク
状
や
ペ
レ
ッ
ト
状
に
し
て
再
生

業
者
に
引
き
渡
し
ま
す
。

ま
た
、そ
の
他
に
資
源
回
収
拠
点
の
運
営

（
一
宮
市
よ
り
管
理
委
託
）を
行
っ
て
い

ま
す
。

コ
ス
モ
ス
で
は
、創
設
時
か
ら
、リ
サ
イ
ク

ル
活
動
に
こ
だ
わ
っ
て
事
業
を
進
め
て
き
ま

し
た
。今
で
こ
そ
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
理
念
が
世
間

一
般
に
も
広
ま
り
、リ
サ
イ
ク
ル
事
業
は

注
目
産
業
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、コ
ス

モ
ス
で
は
４０
年
も
前
か
ら
こ
の
地
道
な
作
業

に
取
り
組
み
、長
年
に
渡
り
高
い
月
額
平
均

工
賃
を
維
持
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、障
害
を
持
っ
た
方
々
が
、

仕
事
を
通
し
て
働
く
こ
と
の
喜
び
や
生
き

が
い
、や
り
が
い
を
感
じ
な
が
ら
、各
々
の

社
会
参
加
や
経
済
的
自
立
が
で
き
る
こ
と
を

目
指
し
て
活
動
を
し
て
い
き
ま
す
。

　▲ふれあいボッチャ大会の様子

　▲サロンでの出前講座の様子

ボ
ッ
チ
ャ
で
広
が
る
地
域
の
輪

　 ―

誰
も
が
参
加
で
き
る〝
つ
な
が
り
〞の
き
っ
か
け
に―

東
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会

　▲TOGOボッチャ協力隊のみなさん

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所 

コ
ス
モ
ス

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
か
ら
暮
ら
し
を
紡
ぐ

施
設

紹
介

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
　
森
　
由
美
子

コスモスの外観

PSセンター班作業の様子

軍手作業の様子
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令
和
7
年
6
月
21
日（
土
）、ウ
イ
ン
ク

あ
い
ち
に
て「
福
祉
・
介
護
の
就
職
総
合

フ
ェ
ア
」を
開
催
し
ま
し
た
。当
日
は
真
夏
日

と
な
る
3
0
度
を
超
え
る
暑
さ
の
中
、

2
7
6
名
の
皆
様
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

　
　

本
フ
ェ
ア
で
は
、愛
知
県
内
の
福
祉
に

関
連
す
る
約
1
5
0
団
体
が
出
展
。高
齢
、

障
害
、児
童
分
野
の
多
岐
に
わ
た
る
事
業
者

が
、ブ
ー
ス
ご
と
に
法
人
の
特
色
や
業
務

内
容
、職
場
環
境
に
つ
い
て
丁
寧
に
説
明
を

行
い
ま
し
た
。参
加
者
の
皆
様
は
、関
心
の

あ
る
ブ
ー
ス
を
訪
れ
て
担
当
者
と
直
接
対
話

し
、現
場
の
雰
囲
気
や
働
き
方
を
深
く
理
解

す
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、3
ブ
ー
ス
以
上
を
訪
問
さ
れ
た
方

に
は
、
名
古
屋
の
人
気
パ
テ
ィ
ス
リ
ー

「
F
O
R
T
I
S
S
I
M
O 

H
」の
ス
イ
ー

ツ
セ
ッ
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。ス
ー
シ
ェ
フ
の

石
本
泰
規
さ
ん
の
来
場
も
あ
り
、特
典
を

手
に
し
た
参
加
者
か
ら
は
自
然
と
笑
顔
が

こ
ぼ
れ
、会
場
全
体
に
和
や
か
な
空
気
が

流
れ
て
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、お
笑
い
コ
ン
ビ「
レ
ギ
ュ
ラ
ー
」

が
登
場
し
、福
祉
・
介
護
を
テ
ー
マ
に
し
た

軽
快
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
、会
場
は
笑
い
と

活
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
今
回
の
フ
ェ
ア
に
あ
わ
せ
て
、

「
福
祉
関
係
就
職
希
望
者
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

セ
ミ
ナ
ー
」も
併
催
さ
れ
ま
し
た
。講
師
に

は
、日
本
福
祉
大
学
助
教
の
子
安
由
美
子
氏

を
お
迎
え
し
、「
福
祉
の
現
場
を
知
る
〜

不
安
を
安
心
に
変
え
る
〜
」を
テ
ー
マ
に
、

福
祉
の
仕
事
の
全
体
像
や
、キ
ャ
リ
ア
と

し
て
の
福
祉
の
魅
力
な
ど
に
つ
い
て
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。

高
齢
化
が
進
む
現
代
に
お
い
て
、福
祉
・

介
護
分
野
の
担
い
手
確
保
は
極
め
て
重
要
な

課
題
で
す
。本
フ
ェ
ア
お
よ
び
セ
ミ
ナ
ー
は
、

未
来
の
現
場
を
支
え
る
人
材
と
、活
躍
の
場

を
提
供
す
る
事
業
者
が
出
会
う
貴
重
な
機

会
と
な
り
、多
く
の
方
に
と
っ
て
、将
来
を
考

え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、ご
来
場
い
た
だ
い
た
皆
様
、

そ
し
て
ご
出
展
・
ご
協
力
い
た
だ
い
た
各
法

人
の
皆
様
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
も
福
祉
・
介
護
の
魅
力
と
意
義
を
広
く

発
信
し
な
が
ら
、地
域
の
福
祉
関
係
者
の
皆

様
と
と
も
に
担
い
手
の
育
成
と
定
着
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。次
回
の
開
催
は
12
月
７
日

（
日
）を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。ぜ
ひ
ご
期
待

く
だ
さ
い
。 

フ
ォ
ル
テ
シ
モ

ア
ッ
シ
ュ

「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」の
愛
称
で
親
し
ま
れ

て
い
る「
全
国
健
康
福
祉
祭
」は
、６０
歳
以
上

の
高
齢
者
を
中
心
と
す
る
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
や

卓
球
、テ
ニ
ス
な
ど
の
各
種
ス
ポ
ー
ツ
競
技

や
音
楽
文
化
祭
な
ど
の
文
化
イ
ベ
ン
ト
な

ど
、あ
ら
ゆ
る
世
代
の
人
た
ち
が
楽
し
め
る

総
合
的
な
祭
典
で
す
。

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
は
、高
齢
者
を
中
心

と
す
る
国
民
の
健
康
の
保
持
・
増
進
、社
会

参
加
、生
き
が
い
の
高
揚
等
を
図
り
、ふ
れ

あ
い
と
活
力
の
あ
る
長
寿
社
会
の
形
成
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、厚
生
省

（
現

：

厚
生
労
働
省
）創
立
５０
周
年
を
記
念

し
て
昭
和
６３（
１
９
８
８
）年
に
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
は
岐
阜
県
、令
和
８
年
度
は

埼
玉
県
で
開
催
予
定
で
す
。

今
回
は
、来
年
の
埼
玉
大
会
の
マ
ラ
ソ
ン

交
流
大
会
に
派
遣
す
る
選
手
を
選
考
し

ま
す
。

【
選
手
選
考
会
の
内
容
】

マ
ラ
ソ
ン
交
流
大
会（
80
人
募
集
）　
　

　 

・
い
の
ち
の
池
３
周
コ
ー
ス

　（
約
３
．５
キ
ロ
）

 

・
い
の
ち
の
池
５
周
コ
ー
ス

　（
約
５
．８
キ
ロ
）

◆
３
周
コ
ー
ス
上
位
者（
70
歳
以
上
優
先
）

　  

↓
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
３
キ
ロ
コ
ー
ス
代
表

◆
５
周
コ
ー
ス
上
位
者

  

↓
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
10
キ
ロ
コ
ー
ス
代
表

◆
５
周
コ
ー
ス
次
位
者

  

↓
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
５
キ
ロ
コ
ー
ス
代
表

◇
参
加
対
象
:愛
知
県
在
住（
名
古
屋
市

　
　
以
外
）で
令
和
９
年
４
月
１
日
時
点
で

　
　
60
歳
以
上
で
あ
る
人
。ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

　
　
岐
阜
２
０
２
５
に
マ
ラ
ソ
ン
選
手
と

　
　
し
て
参
加
さ
れ
る
方
を
除
く
。

　応
募
方
法

募
集
案
内
ち
ら
し
を
、県
内
各
市

町
村
社
会
福
祉
協
議
会
、各
市
町
村

高
齢
福
祉
担
当
窓
口
へ
配
布
し
て
い

ま
す
。ま
た
は
当
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
参
加
申
込
書
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
、必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、F
A
X
又
は
郵
送
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　応
募
締
切

令
和
７
年
８
月
29
日（
金
）

　
　
　（
当
日
消
印
有
効
）

※
申
込
多
数
の
場
合
は
、先
着
順
と

し
ま
す
。申
込
者
に
９
月
中
旬
に

案
内
を
通
知
し
ま
す
。

※
荒
天
中
止
の
場
合
は
、応
募
者
の

中
か
ら
抽
選
で
選
考
し
ま
す
。

日
時

令
和
７
年
10
月
４
日（
土
）

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

あ
い
ち
健
康
の
森
公
園
　
い
の
ち
の
池

　（
大
府
市
・
知
多
郡
東
浦
町
）

　（
知
多
バ
ス
で
J
R
大
府
駅
西
口

　 

乗
車
約
12
分
、あ
い
ち
健
康
プ
ラ
ザ

　
　
　
下
車
）

参
加
費
　無
料

http://aichoju.ec-net.jp/

■会場の様子

■就職相談の様子

■バックアップセミナー

■次回は12/7（日）開催予定です！

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

●
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
彩
の
国
さ
い
た
ま
２
０
２
６
　
マ
ラ
ソ
ン
交
流
大
会
の
選
手
選
考
会 

参
加
者
募
集
に
つ
い
て

●『
福
祉 

・ 

介
護
の
就
職
総
合
フ
ェ
ア
』を
開
催
し
ま
し
た
！！

福
祉
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

■ねんりんピック岐阜2025選手選考会の様子
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令
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年
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月
21
日（
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）、ウ
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ク

あ
い
ち
に
て「
福
祉
・
介
護
の
就
職
総
合

フ
ェ
ア
」を
開
催
し
ま
し
た
。当
日
は
真
夏
日

と
な
る
3
0
度
を
超
え
る
暑
さ
の
中
、

2
7
6
名
の
皆
様
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま

し
た
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本
フ
ェ
ア
で
は
、愛
知
県
内
の
福
祉
に

関
連
す
る
約
1
5
0
団
体
が
出
展
。高
齢
、

障
害
、児
童
分
野
の
多
岐
に
わ
た
る
事
業
者

が
、ブ
ー
ス
ご
と
に
法
人
の
特
色
や
業
務

内
容
、職
場
環
境
に
つ
い
て
丁
寧
に
説
明
を

行
い
ま
し
た
。参
加
者
の
皆
様
は
、関
心
の

あ
る
ブ
ー
ス
を
訪
れ
て
担
当
者
と
直
接
対
話

し
、現
場
の
雰
囲
気
や
働
き
方
を
深
く
理
解

す
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、3
ブ
ー
ス
以
上
を
訪
問
さ
れ
た
方

に
は
、
名
古
屋
の
人
気
パ
テ
ィ
ス
リ
ー

「
F
O
R
T
I
S
S
I
M
O 

H
」の
ス
イ
ー

ツ
セ
ッ
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。ス
ー
シ
ェ
フ
の

石
本
泰
規
さ
ん
の
来
場
も
あ
り
、特
典
を

手
に
し
た
参
加
者
か
ら
は
自
然
と
笑
顔
が

こ
ぼ
れ
、会
場
全
体
に
和
や
か
な
空
気
が

流
れ
て
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、お
笑
い
コ
ン
ビ「
レ
ギ
ュ
ラ
ー
」

が
登
場
し
、福
祉
・
介
護
を
テ
ー
マ
に
し
た

軽
快
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
、会
場
は
笑
い
と

活
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
今
回
の
フ
ェ
ア
に
あ
わ
せ
て
、

「
福
祉
関
係
就
職
希
望
者
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

セ
ミ
ナ
ー
」も
併
催
さ
れ
ま
し
た
。講
師
に

は
、日
本
福
祉
大
学
助
教
の
子
安
由
美
子
氏

を
お
迎
え
し
、「
福
祉
の
現
場
を
知
る
〜

不
安
を
安
心
に
変
え
る
〜
」を
テ
ー
マ
に
、

福
祉
の
仕
事
の
全
体
像
や
、キ
ャ
リ
ア
と

し
て
の
福
祉
の
魅
力
な
ど
に
つ
い
て
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。

高
齢
化
が
進
む
現
代
に
お
い
て
、福
祉
・

介
護
分
野
の
担
い
手
確
保
は
極
め
て
重
要
な

課
題
で
す
。本
フ
ェ
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お
よ
び
セ
ミ
ナ
ー
は
、

未
来
の
現
場
を
支
え
る
人
材
と
、活
躍
の
場

を
提
供
す
る
事
業
者
が
出
会
う
貴
重
な
機

会
と
な
り
、多
く
の
方
に
と
っ
て
、将
来
を
考

え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、ご
来
場
い
た
だ
い
た
皆
様
、

そ
し
て
ご
出
展
・
ご
協
力
い
た
だ
い
た
各
法

人
の
皆
様
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
も
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・
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護
の
魅
力
と
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を
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く
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し
な
が
ら
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の
福
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関
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者
の
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と
と
も
に
担
い
手
の
育
成
と
定
着
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。次
回
の
開
催
は
12
月
７
日

（
日
）を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。ぜ
ひ
ご
期
待

く
だ
さ
い
。 

フ
ォ
ル
テ
シ
モ

ア
ッ
シ
ュ

「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」の
愛
称
で
親
し
ま
れ

て
い
る「
全
国
健
康
福
祉
祭
」は
、６０
歳
以
上

の
高
齢
者
を
中
心
と
す
る
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
や

卓
球
、テ
ニ
ス
な
ど
の
各
種
ス
ポ
ー
ツ
競
技

や
音
楽
文
化
祭
な
ど
の
文
化
イ
ベ
ン
ト
な

ど
、あ
ら
ゆ
る
世
代
の
人
た
ち
が
楽
し
め
る

総
合
的
な
祭
典
で
す
。

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
は
、高
齢
者
を
中
心

と
す
る
国
民
の
健
康
の
保
持
・
増
進
、社
会

参
加
、生
き
が
い
の
高
揚
等
を
図
り
、ふ
れ

あ
い
と
活
力
の
あ
る
長
寿
社
会
の
形
成
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、厚
生
省

（
現

：

厚
生
労
働
省
）創
立
５０
周
年
を
記
念

し
て
昭
和
６３（
１
９
８
８
）年
に
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
は
岐
阜
県
、令
和
８
年
度
は

埼
玉
県
で
開
催
予
定
で
す
。

今
回
は
、来
年
の
埼
玉
大
会
の
マ
ラ
ソ
ン

交
流
大
会
に
派
遣
す
る
選
手
を
選
考
し

ま
す
。

【
選
手
選
考
会
の
内
容
】

マ
ラ
ソ
ン
交
流
大
会（
80
人
募
集
）　
　

　 

・
い
の
ち
の
池
３
周
コ
ー
ス

　（
約
３
．５
キ
ロ
）

 

・
い
の
ち
の
池
５
周
コ
ー
ス

　（
約
５
．８
キ
ロ
）

◆
３
周
コ
ー
ス
上
位
者（
70
歳
以
上
優
先
）

　  

↓
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
３
キ
ロ
コ
ー
ス
代
表

◆
５
周
コ
ー
ス
上
位
者

  

↓
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
10
キ
ロ
コ
ー
ス
代
表

◆
５
周
コ
ー
ス
次
位
者

  

↓
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
５
キ
ロ
コ
ー
ス
代
表

◇
参
加
対
象
:愛
知
県
在
住（
名
古
屋
市

　
　
以
外
）で
令
和
９
年
４
月
１
日
時
点
で

　
　
60
歳
以
上
で
あ
る
人
。ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

　
　
岐
阜
２
０
２
５
に
マ
ラ
ソ
ン
選
手
と

　
　
し
て
参
加
さ
れ
る
方
を
除
く
。

　応
募
方
法

募
集
案
内
ち
ら
し
を
、県
内
各
市

町
村
社
会
福
祉
協
議
会
、各
市
町
村

高
齢
福
祉
担
当
窓
口
へ
配
布
し
て
い

ま
す
。ま
た
は
当
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
参
加
申
込
書
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
、必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、F
A
X
又
は
郵
送
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　応
募
締
切

令
和
７
年
８
月
29
日（
金
）

　
　
　（
当
日
消
印
有
効
）

※
申
込
多
数
の
場
合
は
、先
着
順
と

し
ま
す
。申
込
者
に
９
月
中
旬
に

案
内
を
通
知
し
ま
す
。

※
荒
天
中
止
の
場
合
は
、応
募
者
の

中
か
ら
抽
選
で
選
考
し
ま
す
。

日
時

令
和
７
年
10
月
４
日（
土
）

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

あ
い
ち
健
康
の
森
公
園
　
い
の
ち
の
池

　（
大
府
市
・
知
多
郡
東
浦
町
）

　（
知
多
バ
ス
で
J
R
大
府
駅
西
口

　 

乗
車
約
12
分
、あ
い
ち
健
康
プ
ラ
ザ

　
　
　
下
車
）

参
加
費
　無
料

http://aichoju.ec-net.jp/

■会場の様子

■就職相談の様子

■バックアップセミナー

■次回は12/7（日）開催予定です！

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

●
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
彩
の
国
さ
い
た
ま
２
０
２
６
　
マ
ラ
ソ
ン
交
流
大
会
の
選
手
選
考
会 

参
加
者
募
集
に
つ
い
て

●『
福
祉 

・ 

介
護
の
就
職
総
合
フ
ェ
ア
』を
開
催
し
ま
し
た
！！

福
祉
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

■ねんりんピック岐阜2025選手選考会の様子
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令
和
7
年
度
の
愛
知
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
が
、4
月
5
日（
土
）の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

を
皮
切
り
に
、県
内
の
各
地
で
行
わ
れ
、

ボ
ウ
リ
ン
グ
、
水
泳
・
卓
球
、サ
ウ
ン
ド

テ
ー
ブ
ル
テ
ニ
ス
、陸
上
競
技
、フ
ラ
イ
ン
グ

デ
ィ
ス
ク
の
各
競
技
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
一
層

の
発
展
を
図
る
と
と
も
に
、社
会
の
障
害
者

に
対
す
る
理
解
と
認
識
を
深
め
、障
害
者
の

自
立
と
社
会
参
加
の
促
進
を
目
的
と
し
て
、

毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。今
年
は
天
候
に
も

恵
ま
れ
、す
べ
て
の
大
会
を
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、陸
上
競
技
、フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク

の
会
場
で
は
、コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
し
て
い
た

「
ふ
れ
あ
い
広
場
」が
復
活
し
、ス
ポ
ー
ツ
の

体
験
コ
ー
ナ
ー
や
即
売
会
、キ
ッ
チ
ン
カ
ー
が

出
店
し
、参
加
選
手
や
選
手
関
係
者
か
ら
は

「
楽
し
い
か
ら
何
回
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
」

「
お
い
し
い
」「
来
年
も
来
て
く
れ
る
の
か

な
」等
た
く
さ
ん
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

偶
然
居
合
わ
せ
た
方
々
か
ら
も「
毎
年
や
っ

て
い
る
の
？
」「
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
を
初
め
て

見
た
」と
の
声
が
あ
り
、大
変
好
評
で
し
た
。

こ
の
大
会
に
は
、県
内
各
地
か
ら
7
0
0

人
を
超
え
る
選
手
が
参
加
し
、各
競
技
で
は
、

日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。真
剣
な
眼
差
し
で
躍

動
感
の
あ
る
プ
レ
ー
を
終
え
た
選
手
か
ら

は
、目
を
輝
か
せ
な
が
ら「
が
ん
ば
っ
た
よ
」

「
メ
ダ
ル
も
ら
え
た
よ
」と
明
る
く
嬉
し
そ
う

な
達
成
感
の
あ
る
姿
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、一
部
競
技
に
お
い
て
は
、第
24
回

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
「
わ
た

S
H
I
G
A
輝
く
障
ス
ポ
」の
選
手
選
考
会

も
同
時
に
開
催
し
、全
国
の
舞
台
で
の
活
躍

を
目
指
す
選
手
が
、大
会
の
出
場
を
目
指

し
、白
熱
し
た
プ
レ
ー
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

大
会
開
会
式
に
ご
臨
席
い
た
だ
き
ま
し
た

ご
来
賓
の
皆
様
、そ
し
て
大
会
開
催
を
支
え

て
く
だ
さ
っ
た
愛
知
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

指
導
者
協
議
会
、企
業
、各
市
社
会
福
祉

協
議
会
、日
本
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
協
会
指
導
員

資
格
取
得
認
定
校
を
始
め
と
し
た
多
く
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
、温
か
い
ご
声
援
と

そ
れ
に
応
え
た
選
手
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し

ま
す
。来
年
度
も
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

令
和
７
年
度 

愛
知
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
！

愛知県共同募金会だより 障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

競技名

ソフトボール

ボウリング※

水泳・卓球※

サウンドテーブルテニス※

陸上競技・フライングディスク

愛知県口論義運動公園

名古屋グランドボウル

東祥アリーナ（安城市体育館）、
安城市スポーツセンター

岡崎市子ども発達センター

豊田市運動公園陸上競技場

4月5日（土）

4月12日（土）

5月10日（土）

5月18日（日）

5月31日（土）
6月1日（日）

開催日 会　場

令和7年度愛知県障害者スポーツ大会　開催競技一覧
※第24回全国障害者スポーツ大会「わたSHIGA輝く障スポ」個人競技選手選考と同時開催

令和6年度 あいちの赤い羽根募金の活用状況

共同募金の
使いみちを
見ることが
できます

みなさまのご協力が地域の福祉を支えます

寄付金はこのように活かされています

778,368,265円
一般募金  647,809,195円 歳末募金 130,559,070円

令和6年度共同募金実績額

岡谷鋼機株式会社では、令和7年7月30日（水）に、愛知県芸術劇場コンサートホールにおいて、
社会貢献活動の一環として、「OKAYA チャリティーコンサート 2025」が開催されました。コンサート
の入場料収入全額と、同社からのマッチングギフト方式により愛知県共同募金会へ360万円を
ご寄付いただきました。お寄せいただいた寄付金
は、地域の社会福祉向上のために役立たせていた
だきます。岡谷鋼機株式会社様をはじめ、ご来場の
皆様、誠にありがとうございました。

「マッチングギフト」って？
企業などが社会貢献を
目的として寄付を募る
際、寄せられた金額に
対して企業側が一定比
率の額を上乗せして寄
付することです。

チケット代
1,000円

岡谷鋼機様
からの寄付
1,000円

共同募金
への寄付
2,000円＋ ＝ ■「愛知県共同募金会 川地常務理事」（右）から

  「OKAYA CHARITY CONCERT 2025田中プロジェ
   クトリーダー」（左）へ中央共同募金会長感謝楯の贈呈

335,551,721円（38％）

154,847,355円（17％）

132,179,270円（15％）

119,971,932円（14％）

116,037,197円（13％）

23,000,000円（3％）

881,587,475円
配分総額

OKAYA チャリティーコンサート2025 ～感謝の夕べ～

昨年度の共同募金運動につきましては、県民の皆様方のあたたかいご理解のもと、多額のご協力
をいただき誠にありがとうございました。お寄せいただいた寄付金に、繰越金98,419,210円と
令和2年度災害等準備金取崩金4,800,000円を加え、総額881,587,475円を次のように
配分いたしました。

■ソフトボール ■ボウリング

■サウンドテーブルテニス ■陸上競技

■フライングディスク ■ふれあい広場（キッチンカー）

■水泳 ■卓球
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令
和
7
年
度
の
愛
知
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
が
、4
月
5
日（
土
）の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

を
皮
切
り
に
、県
内
の
各
地
で
行
わ
れ
、

ボ
ウ
リ
ン
グ
、
水
泳
・
卓
球
、サ
ウ
ン
ド

テ
ー
ブ
ル
テ
ニ
ス
、陸
上
競
技
、フ
ラ
イ
ン
グ

デ
ィ
ス
ク
の
各
競
技
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
一
層

の
発
展
を
図
る
と
と
も
に
、社
会
の
障
害
者

に
対
す
る
理
解
と
認
識
を
深
め
、障
害
者
の

自
立
と
社
会
参
加
の
促
進
を
目
的
と
し
て
、

毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。今
年
は
天
候
に
も

恵
ま
れ
、す
べ
て
の
大
会
を
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、陸
上
競
技
、フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク

の
会
場
で
は
、コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
し
て
い
た

「
ふ
れ
あ
い
広
場
」が
復
活
し
、ス
ポ
ー
ツ
の

体
験
コ
ー
ナ
ー
や
即
売
会
、キ
ッ
チ
ン
カ
ー
が

出
店
し
、参
加
選
手
や
選
手
関
係
者
か
ら
は

「
楽
し
い
か
ら
何
回
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
」

「
お
い
し
い
」「
来
年
も
来
て
く
れ
る
の
か

な
」等
た
く
さ
ん
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

偶
然
居
合
わ
せ
た
方
々
か
ら
も「
毎
年
や
っ

て
い
る
の
？
」「
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
を
初
め
て

見
た
」と
の
声
が
あ
り
、大
変
好
評
で
し
た
。

こ
の
大
会
に
は
、県
内
各
地
か
ら
7
0
0

人
を
超
え
る
選
手
が
参
加
し
、各
競
技
で
は
、

日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。真
剣
な
眼
差
し
で
躍

動
感
の
あ
る
プ
レ
ー
を
終
え
た
選
手
か
ら

は
、目
を
輝
か
せ
な
が
ら「
が
ん
ば
っ
た
よ
」

「
メ
ダ
ル
も
ら
え
た
よ
」と
明
る
く
嬉
し
そ
う

な
達
成
感
の
あ
る
姿
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、一
部
競
技
に
お
い
て
は
、第
24
回

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
「
わ
た

S
H
I
G
A
輝
く
障
ス
ポ
」の
選
手
選
考
会

も
同
時
に
開
催
し
、全
国
の
舞
台
で
の
活
躍

を
目
指
す
選
手
が
、大
会
の
出
場
を
目
指

し
、白
熱
し
た
プ
レ
ー
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

大
会
開
会
式
に
ご
臨
席
い
た
だ
き
ま
し
た

ご
来
賓
の
皆
様
、そ
し
て
大
会
開
催
を
支
え

て
く
だ
さ
っ
た
愛
知
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

指
導
者
協
議
会
、企
業
、各
市
社
会
福
祉

協
議
会
、日
本
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
協
会
指
導
員

資
格
取
得
認
定
校
を
始
め
と
し
た
多
く
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
、温
か
い
ご
声
援
と

そ
れ
に
応
え
た
選
手
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し

ま
す
。来
年
度
も
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

令
和
７
年
度 

愛
知
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
！

愛知県共同募金会だより 障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

競技名

ソフトボール

ボウリング※

水泳・卓球※

サウンドテーブルテニス※

陸上競技・フライングディスク

愛知県口論義運動公園

名古屋グランドボウル

東祥アリーナ（安城市体育館）、
安城市スポーツセンター

岡崎市子ども発達センター

豊田市運動公園陸上競技場

4月5日（土）

4月12日（土）

5月10日（土）

5月18日（日）

5月31日（土）
6月1日（日）

開催日 会　場

令和7年度愛知県障害者スポーツ大会　開催競技一覧
※第24回全国障害者スポーツ大会「わたSHIGA輝く障スポ」個人競技選手選考と同時開催

令和6年度 あいちの赤い羽根募金の活用状況

共同募金の
使いみちを
見ることが
できます

みなさまのご協力が地域の福祉を支えます

寄付金はこのように活かされています

778,368,265円
一般募金  647,809,195円 歳末募金 130,559,070円

令和6年度共同募金実績額

岡谷鋼機株式会社では、令和7年7月30日（水）に、愛知県芸術劇場コンサートホールにおいて、
社会貢献活動の一環として、「OKAYA チャリティーコンサート 2025」が開催されました。コンサート
の入場料収入全額と、同社からのマッチングギフト方式により愛知県共同募金会へ360万円を
ご寄付いただきました。お寄せいただいた寄付金
は、地域の社会福祉向上のために役立たせていた
だきます。岡谷鋼機株式会社様をはじめ、ご来場の
皆様、誠にありがとうございました。

「マッチングギフト」って？
企業などが社会貢献を
目的として寄付を募る
際、寄せられた金額に
対して企業側が一定比
率の額を上乗せして寄
付することです。

チケット代
1,000円

岡谷鋼機様
からの寄付
1,000円

共同募金
への寄付
2,000円＋ ＝ ■「愛知県共同募金会 川地常務理事」（右）から

  「OKAYA CHARITY CONCERT 2025田中プロジェ
   クトリーダー」（左）へ中央共同募金会長感謝楯の贈呈

335,551,721円（38％）

154,847,355円（17％）

132,179,270円（15％）

119,971,932円（14％）

116,037,197円（13％）

23,000,000円（3％）

881,587,475円
配分総額

OKAYA チャリティーコンサート2025 ～感謝の夕べ～

昨年度の共同募金運動につきましては、県民の皆様方のあたたかいご理解のもと、多額のご協力
をいただき誠にありがとうございました。お寄せいただいた寄付金に、繰越金98,419,210円と
令和2年度災害等準備金取崩金4,800,000円を加え、総額881,587,475円を次のように
配分いたしました。

■ソフトボール ■ボウリング

■サウンドテーブルテニス ■陸上競技

■フライングディスク ■ふれあい広場（キッチンカー）

■水泳 ■卓球



2025.08  no.512
あ
い
ち
の
ふ
く
し

ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

社
会
福
祉
法
人
愛
知
県
社
会
福
祉
協
議
会
 主
な
お
問
い
合
わ
せ
先

第38回 ふれあいフォトコンクール プリント部門審査員特別賞
「三兄弟」　藤森　保男さん撮影
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福祉人材センターだより 10
施設福祉部だより 09

愛知県共同募金会だより
福祉の保険のご案内
第３9回ふれあいフォトコンクール作品募集
「社会福祉手帳」「民生委員・児童委員手帳」販売の申込受付
ご寄付に感謝 14

13

福祉生きがいセンターだより 11
障害者スポーツ振興センターだより 12

各地の社協を訪ねて 08

03・04
令和6年度事業報告(概要)・決算 04・05
令和7年度事業計画(概要)･予算

02新会長就任のご挨拶

06・07特集 お寺×社協で奏でる重層最前線！
～音色と共に広がる地域福祉の輪「テラス稲沢」の実践～

……… （半田市）

毎年県内外から多くの方々に
応募をいただいている

「ふれあいフォトコンクール」を
今年も開催します。

優秀作品には賞金・表彰状等が贈られます。
また、本誌「あいちのふくし」の表紙などに使わせて
いただきます。
プリント部門に加え、WEB部門もありますので、

スマートフォンなどからもお気軽にご応募ください！
応募方法等は、本会ホームページをご覧ください。

第３8回ふれあいフォトコンクール
最優秀賞作品　「みんなで稲刈りしました。」
（浅岡由次さん撮影）

第３9回ふれあい
フォトコンクール作品募集！

電話番号 （052）212-5500
ホームページ https://www.aichi-fukushi.or.jp/

「社会福祉手帳」
「民生委員・児童委員手帳」
ただいま申込受付中！！

「社会福祉手帳」
「民生委員・児童委員手帳」
ただいま申込受付中！！

ご購入希望の方は、送付先住所・氏名・電話番号・希望冊数を記入の上、
県社協総務部までＦＡＸ・郵送でお申し込みください。本会ホームページ
から、申込書をダウンロードしていただくこともできます。

１冊9００円（税込）価 格
大きさ：縦140ミリ×横85ミリ　表紙：ビニール製体 裁

県社協総務部 ＦＡＸ ０５２－２1２－5501申 込 先

１０冊以上は無料。ただし９冊未満は申込者負担
（１冊320円、２～９冊４4０円）

送 料

１１月下旬より随時発送納品

2026年・2027年カレンダー、月間予定表、週間予定表
（2025年12月～2027年3月まで）
住所録、年齢早見表
資料編（Ａ）：関係法令、各種福祉手当・貸付制度の概要
資料編（Ｂ）＜別冊仕様＞
各種相談所、紹介所、社会福祉施設、関係団体、県・市区町村役場及び
社会福祉協議会住所等一覧、健康10か条（がんを防ぐための新12か条等）

主な内容

請求書を同封しますので、ＡＴＭでお振込みください。支払方法

令和8年版令和8年版

県内すべての社会福祉施設名簿を収録！！（除：保育所）

〔8件 ご寄附順〕

本会が設置している福祉基金等にたくさんのご寄付をいただき、ありがとうございました。
みなさまからの善意を「あたたかい福祉社会」づくりに活かしていけるよう事業に取り組ん
で参ります。今後ともご理解とご協力をよろしくお願いします。

ご寄付に感謝

王神 様 …………………………… （大分県）
東海北陸ブロック
母子生活支援施設協議会 様
匿名　…………………………… （名古屋市）
イレブン会 様    …………………… （瀬戸市）

はなのき会 様 ………………… （瀬戸市）
荒川磯慈善会 様　………… （長久手市）
匿名　 ………………………… （日進市）
愛知県遊技業協同組合 様 … （名古屋市）

ご寄付いただいた方（令和6年7月～令和7年６月）

福祉の保険のご案内

■保険の内容については、本会ホームページ「福祉の保険」をご覧ください ■

取扱代理店 （株）ニュータス TEL.０１２０-２５８-５１７ 引受保険会社 三井住友海上火災保険（株） TEL.０５２-２２３-４１７２
加入手続き・お問い合わせは、お住まい又は活動場所の市区町村社会福祉協議会へ

「ボランティア活動保険」「ボランティア行事用保険」の加入手続き・お問い合わせは、お住まい又は活動場所の
市区町村社会福祉協議会へ
「福祉ふれあい活動総合補償」「役員賠償責任保険」の加入手続き・お問い合わせは取扱代理店ニュータスへ

●ボランティア活動保険
　ボランティア活動中のケガを補償（傷害事故）
　活動中に人にケガをさせてしまった時や人の物を壊してしまった事故を補償（賠償事故）
●ボランティア行事用保険
　社協やボランティア活動を推進している民間団体が主催の行事中のケガや賠償事故を補償

●福祉ふれあい活動総合補償
　在宅福祉サービス従事者の活動中の事故、移送サービス中の交通事故や搭乗中のケガ、
　デイサービス利用者のケガを補償

●役員賠償責任保険
　第三者からの訴訟・法人からの訴訟による社会福祉法人の役員の業務遂行に関する賠償
　リスクを補償

ジ
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子

「
助
け
て
、手
伝
っ
て
と
言
え
る
力『
受
援
力
』」

皆
さ
ん
は
、困
っ
た
と
き
、誰
か
に「
助
け
て
」

「
手
伝
っ
て
」と
周
り
の
人
に
相
談
で
き
ま
す
か
？
こ
れ

ま
で
記
者
と
し
て
子
ど
も
の
い
じ
め
や
自
殺
、虐
待
や

貧
困
の
問
題
な
ど
を
取
材
し
て
き
ま
し
た
。そ
の
な
か

で
、悩
み
を
相
談
し
た
り
、「
助
け
て
」と
言
え
な
か
っ

た
り
し
て
、一
人
で
苦
し
み
、支
援
に
結
び
つ
か
な
い

ケ
ー
ス
も
見
て
き
ま
し
た
。そ
の
背
景
に
は「
一
人
で
頑

張
っ
て
や
り
遂
げ
る
こ
と
」を
求
め
ら
れ
、そ
れ
が
で
き

な
い
と「
自
己
責
任
」と
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。産
婦
人
科
医
の
吉
田
穂
波
さ
ん
は
、東
日

本
大
震
災
後
、支
援
に
入
っ
た
と
き
、本
当
は
助
け
が

必
要
な
の
に
S
O
S
を
出
せ
な
い
人
が
多
い
こ
と
に

気
づ
き
、平
時
か
ら「
受
援
力
」を
鍛
え
て
お
く
こ
と
が

必
要
だ
と
発
信
し
て
い
ま
す
。ま
た
、頼
ら
れ
る
こ
と
は

「
信
頼
の
証
」で
、人
は
誰
か
の
役
に
立
ち
感
謝
さ
れ
る

と
自
己
肯
定
感
が
高
ま
る
の
で
、決
し
て
迷
惑
と
思
わ

ず
、ま
ず
は
小
さ
な
こ
と
か
ら
人
に
頼
っ
て
み
る
こ
と

が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。私
た
ち
大
人
が
困
っ
た

と
き
誰
か
に
相
談
し
、「
手
伝
っ
て
」と
頼
る
姿
を
見
せ

る
こ
と
は
、子
ど
も
た
ち
が「
困
っ
た
と
き
に
は
助
け
を

求
め
て
い
い
」と
学
ぶ
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。「
受

援
力
」を
身
に
着
け
、「
困
っ
た
と
き
に
は
お
互
い
様
」

と
、頼
り
、頼
ら
れ
、の
生
き
や
す
い
社
会
に
な
る
と
い

い
な
と
思
い
ま
す
。

写真は令和７年版です


